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平成12年度予算
　3月定例市議会で、平成12年度予算が議決されました。当市の予算

総額は321億3，750万円。予算規模は前年対比7．6％の増額となっていま

す。予算編成にあたっては、地域経済等の現状から充分な市税収入を期

待することができない中で、介護保険サービスなど福祉施策に要する経

費、学校給食調理場建設費、新火葬場建設費など、市民生活の充実安定

に応えることができるようつとめました。

　また、行政の効率化と健全財政の維持を基本方針とし、多様な市民二

一ズに配慮しつつ新長期発展計画事業に取り組むこととしています。

　今回は市民の生活に直結する、平成12年度予算のあらましをお知ら

せします。

188億9，000万円一般会計

132億4，750万円特別会計

一般会計・特別会計の内訳水道事業会計
薩　　　　発、1 墾　講緯、P・ 、嚢轄離

一　　般　　会　　計 188億9，000万円 △2．4％

特　　別　　会　　計 132億4，750万円 25．9％

内
　
　
　
　
訳

国民健康保健 26億4，470万円 7．4％

簡　易　水　道 9億1，630万円 32．3％

下水道事　業 23億4，130万円 △0．3％

老　人　保　健 43億8，090万円 △3．6％

農業集落排水事業 10億8，590万円 128．6％

介　護　保　健 18億7，840万円 皆増

総難
、、i．、窪灘欝、』．、鑛繍難糞蒲癬薦麗　難，．　霰．懸難

匿　　　　分 登　　餐

収益的収支
収　入 6億6，034万円

支　出 6億2，137万円

資本的収支

収　入 1億4，553万円

支　出 3億0，773万円

差　引 △1億6，220万円

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金等を補てんします。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
概
要

－
般
会
計
予
算
　
前
年
度
比
△
2
・
4
％

【
歳
入
】
前
年
度
比
で
地
方
交
付
税
は
2
億
7
千
万

円
増
加
、
市
税
は
経
済
状
況
か
ら
△
1
％
の
見
込
み
。

【
歳
出
】
前
年
度
に
比
べ
、
農
林
水
産
業
費
、
教
育

費
な
ど
で
増
加
。
一
方
、
商
工
費
、
民
生
費
、
土
木

費
な
ど
で
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算
　
介
護
保
険
が
加
わ
り
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
】
保
険
給
付
費
は
△
1
・
8
％
の

見
込
。
予
算
総
額
は
介
護
保
険
納
付
金
へ
の
支
出
が

約
1
億
5
千
万
円
見
込
ま
れ
る
た
め
、
前
年
度
比

7
・
4
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

【
簡
易
水
道
】
建
設
3
年
目
と
な
る
水
沢
南
部
地
区

簡
易
水
道
建
設
事
業
費
、
下
条
地
区
簡
易
水
道
配
水

管
布
設
替
事
業
費
な
ど
の
ほ
か
、
下
条
地
区
農
業
集

落
排
水
事
業
に
と
も
な
う
配
水
管
等
布
設
替
工
事
に

よ
り
、
前
年
度
比
32
・
3
％
の
増
加
。

【
下
水
道
事
業
】
新
座
・
大
井
田
処
理
分
区
等
公
共

下
水
道
事
業
費
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

費
（
北
部
・
中
部
・
南
部
処
理
分
区
）
な
ど
を
計
上
。

【
老
人
保
健
】
平
均
受
給
者
を
7
、
4
7
0
人
に
想
定
。

　
診
療
内
容
の
一
部
が
介
護
保
険
に
移
行
す
る
た

め
、
予
想
総
額
の
前
年
度
比
△
3
・
6
％
を
予
想
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】
下
条
地
区
農
業
集
落
排
水

事
業
に
本
格
着
手
す
る
た
め
の
費
用
を
計
上
し
、
大

幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
】
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
、
新
設

さ
れ
た
特
別
会
計
。
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
見
込

み
、
基
準
保
険
料
月
額
2
、
8
0
0
円
に
設
定
。

水
道
事
業
会
計
　
給
水
収
益
は
、
前
年
度
比
5
・
8

％
増
の
見
込
み
。
区
画
整
理
事
業
等
に
と
も
な
う
配

水
管
布
設
工
事
費
な
ど
を
計
上
。

②
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　　（単位：万円）
〈　＞内は前年度比増減率

県支出金10億821（5．3％）〈5．2％〉

r繰入金雛羅・融擁講購孟数料）

衛生費16億3，921（8．7％）〈14．1％〉

　農林水産業費10億5，608（5．6％）〈21．9％〉

　　　　消防費6億2，550（3．3％）〈1．3％〉

　　　　＼その灘講薦ll25％〉

土木費　＼
36億28
（可9．1％）

〈△9．8％〉

出　　　　民生費
　　　　30イ意8，600
　　　　　（16．3％）
　　　　　〈△10．1％〉
教薄費

24億438
、1握：認　二／

歳

　　　地方交付税
　　　59イ意8，500

ゐ踊）
　　　　　歳　入～

諸収入

24億5，917　市税
　（13．0％）　　　　45億5，585

馨譲△22・5＞　（2顯％）
聡i羅…羅、．、、　　　　　《盗窪．0％〉一

総務費
18｛意7，180
（9．9％）

〈△4．1％〉

商工費
18｛意8，607
（10．O％）

〈△25．7％〉

公債費
22イ意4，195
　（11．9％）　〈17．4％〉

一市債14億6，500（7．8％）
　　　　　〈12．4％〉

国庫支出金13億3，864（7．1％）
　　　　　〈△18．1％〉

十
日
町
市
の
平
成
雀
年
度
当
初
予
算
の
主
要
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
は
新
規
事
業
を
示
し
て
い
ま
す
。
（
単
位
”
円
）

社
会
生
活
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
交
通
網
の
整
備

■
道
路
新
設
改
良
事
業
（
高
山
太
子
堂
線
・
新

　
　
光
寺
北
原
線
ほ
か
）
7
億
2
、
7
6
3
万

■
測
量
調
査
設
計
委
託
料
（
北
鐙
坂
南
鐙
坂
線

　
ほ
か
）
　
　
　
　
　
　
　
1
、
0
4
0
万

■
局
部
改
良
舗
装
工
事
　
　
　
1
、
2
8
0
万

魅
力
あ
ぶ
れ
る

　
　
　
　
　
　
都
市
基
盤
の
整
備

闇
十
日
町
市
公
園
整
備
事
業
（
市
内
公
園
の
施

　
設
整
備
ほ
か
）
　
　
　
　
　
可
、
8
2
0
万

■
十
日
町
緑
道
整
備
事
業
　
　
2
、
0
0
0
万

■
十
臼
町
市
総
合
公
園
整
備
事
業
（
遊
歩
道
・

　
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
等
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
6
0
0
万

■
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
（
道
路
築
造
工

　
事
ほ
か
）
　
　
　
　
3
億
4
、
5
0
8
万

■
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
く
道
路
築
造
工

　
事
ほ
か
）
　
　
　
　
　
2
億
4
、
5
5
7
万

近
代
化
に
よ
る
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
農
林
業
の
振
興

◆
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
（
新
農
業
基

　
本
法
に
基
づ
く
傾
斜
等
に
よ
り
生
産
条
件
が

　
不
利
な
農
地
へ
の
直
接
支
払
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
3
、
7
3
1
万

◆
農
林
業
生
産
体
制
整
備
事
業
（
籾
乾
燥
機
・

　
そ
ば
モ
チ
生
産
加
工
機
械
、
施
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
6
1
4
万

◆
組
織
経
営
体
育
成
事
業
（
転
作
組
織
の
活
動

費
勝
成
）
　
　
　
　
　
　
　
2
8
5
万

③平成12年3月25日号
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た明
圖
へ
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
道
路
網
の
整
備

　
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
（
高
規
格

道
路
）
の
う
ち
、
「
八
箇
峠
道
路
」
約
1
0
㎞

の
予
定
ル
ー
ト
が
昨
年
9
月
に
建
設
省
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
1
2
年
度
に
は
「
八
箇

峠
道
路
」
の
用
地
買
収
や
工
事
用
道
路
の
取

り
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
八
箇
イ

ン
タ
ー
か
ら
十
日
町
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
ル
ー

ト
も
引
き
続
き
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
新
年
度
予
算
で
は
、
「
道
路

新
設
改
良
事
業
」
全
体
で
8
億
8
千
万
円
を

計
上
し
、
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
平
成
6
年
度
か
ら
暫
定
2
車

線
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
高
山
太
子

堂
線
」
は
1
2
年
度
に
全
面
開
通
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
国
道
1
1
7
号
の
交
通
量
緩
和
が

は
か
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
か
ら
1
年
間
の
予
定
で

掛
け
替
え
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
塚
原
橋

は
、
n
年
度
の
補
正
予
算
投
入
な
ど
に
よ
り

完
了
時
期
を
早
め
、
今
年
8
月
中
旬
に
は
通

行
が
再
開
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
1
2
年
度
の
新
た
な
路
線
と
し
て
船

坂
の
集
落
内
道
路
「
船
坂
一
・
二
号
線
」
が

着
手
さ
れ
ま
す
。

総
合
公
園
・
緑
道
の
整
備

　
お
年
寄
り
の
語
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
の
場
に
と
、
今
年
も
公
園
・
緑
地
の
整
備

に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
総
合
公
園
で
は
、
昨
年
に
続
き
遊
歩
道
・

ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
順
次
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た

緑
道
整
備
も
、
今
年
度
は
下
水
処
理
場
付
近

か
ら
信
濃
川
堤
防
に
向
か
う
1
5
4
m
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

　
緑
道
は
1
3
年
度
の
工
事
に
よ
っ
て
完
成

し
、
市
街
地
と
信
濃
川
を
結
ぶ
憩
い
の
道
が

完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業

　
今
年
度
も
、
十
日
町
駅
西
と
西
本
町
の
2

地
区
で
土
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
都

市
基
盤
整
備
を
図
る
た
め
に
、
両
地
区
と
も

仮
換
地
の
指
定
を
進
め
な
が
ら
、
道
路
築
造

工
事
や
宅
地
整
地
工
事
を
行
い
ま
す
。
道
路

築
造
工
事
で
は
、
同
時
に
上
下
水
道
管
の
布

設
も
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
整
地
後
の
宅
地
へ
の
家
屋
移
転
も

進
め
る
と
と
も
に
、
測
量
や
家
屋
調
査
も
並

行
し
て
行
い
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
i
整
備
事
業
（
集
会
施
設

　
設
置
、
北
鐙
坂
地
内
）
　
　
　
　
8
0
0
万

■
土
地
利
用
型
作
物
本
作
化
条
件
整
備
事
業

　
（
大
豆
等
栽
培
用
機
械
整
備
）
　
2
5
5
万

■
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
事
業
（
グ
リ
ー
ン

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
支
援
他
）
　
5
6
2
万

■
生
産
調
整
推
進
対
策
奨
励
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
、
2
7
0
万

■
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
（
池
之
尻
・

　
六
箇
山
谷
・
大
石
地
内
）
　
2
、
0
1
5
万

■
県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
四
日
町
中
条
、
下
条

　
地
区
負
担
金
）
　
　
　
　
　
5
、
0
0
0
万

■
中
山
間
地
域
活
性
化
基
盤
総
合
整
備
事
業

　
（
中
条
高
原
地
区
、
負
担
金
他
）
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
、
2
8
2
万

■
特
用
林
産
産
地
整
備
事
業
（
な
め
こ
培
養
セ

　
ン
タ
ー
、
十
日
町
森
林
組
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
1
5
0
万

■
林
道
開
設
事
業
（
反
り
目
線
・
四
十
日
小
貫

　
線
・
中
魚
沼
丘
陵
線
）
　
　
2
、
7
7
7
万

■
林
道
舗
装
事
業
（
池
沢
鍬
柄
沢
線
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
8
2
0
万

◆
ふ
る
さ
と
の
ス
ギ
活
性
化
事
業
（
生
産
性
向

　
上
の
た
め
の
間
伐
促
進
）
　
　
　
4
5
4
万

活
力
と
活
気
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
商
工
業
の
振
興

■
経
済
景
気
対
策
特
別
資
金
貸
付
事
業
（
景
気

　
対
策
の
一
環
と
し
て
の
資
金
貸
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
億
4
、
1
1
7
万

■
中
小
商
工
業
者
支
援
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
億
6
、
8
2
0
万

■
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
3
0
0
万

◆
立
地
企
業
雇
用
促
進
奨
励
金
（
条
例
に
基
づ

　
き
雇
用
創
出
、
施
設
整
備
を
行
っ
た
企
業
に

　
奨
励
金
交
付
）
　
　
　
　
　
　
　
2
4
0
万

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
事
業

（
中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
策
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
4
9
万

■
各
種
商
業
関
係
補
助
金
　
　
3
、
9
4
9
万

■
小
売
商
業
近
代
化
資
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
2
、
9
6
0
万

目
き
も
の
園
遊
会
補
助
金
　
　
　
　
5
0
0
万

■
き
も
の
保
存
・
展
示
事
業
　
　
　
1
8
4
万

雇
用
の
安
定
と
人
材
の
確
保

■
女
性
政
策
事
業
（
男
女
共
同
参
爾
社
会
の
形

　
成
を
目
指
し
、
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

　
を
作
成
し
、
計
画
書
を
刊
行
。
女
性
セ
ミ
ナ

　
ー
等
の
開
催
）
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0
万

■
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
i
人
材
セ
ン
タ
ー
助
成

　
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
2
4
5
万

■
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
1
、
1
1
5
万

学
校
教
育
の
充
実

■
不
登
校
児
童
生
徒
対
策
等
事
業
（
訪
問
指

　
導
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ほ
か
）
　
7
7
5
万

④



ち
く

満
拓

　
　
経
済
景
気
対
策
等

　
　
　
国
の
経
済
予
測
で
は
、
景
気
の
下
げ
止
ま

　
　
り
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
市
内
の
景
気
・

　
　
雇
用
情
勢
は
長
引
く
不
況
の
中
で
依
然
と
し

　
　
て
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
十
日

　
　
町
市
で
は
、
引
き
続
き
「
経
済
景
気
対
策
特

　
　
別
資
金
貸
付
事
業
」
な
ど
に
よ
り
、
不
況
に

　
　
苦
し
む
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
も
、
昨
年
の
3
月

　
　
議
会
で
改
正
さ
れ
た
「
企
業
設
置
奨
励
条
例
」

　
　
に
基
づ
き
、
「
立
地
企
業
雇
用
促
進
奨
励
金
」

　
　
を
新
設
し
て
、
1
0
人
以
上
の
雇
用
拡
大
等

　
　
を
行
っ
た
企
業
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
地
域
経
済
の
基
幹
を
な
す
、
き
も
の
産
業

　
　
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
工
業
関
係
補
助
金
」

黙
を
活
用
し
、
き
も
の
の
普
及
や
求
評
会
等
を

霊
、
支
酵
賢
弩
の
地
域
産
業
の
発
展

舞
を
目
指
し
進
出
企
叢
絡
協
議
会
に
よ
る

聾
新
た
華
業
展
開
の
た
め
の
「
イ
ン
マ
ネ

肇
ッ
ト
に
ょ
る
異
業
種
交
流
事
業
」
を
支
援
し

中
山
間
地
域
等

　
直
接
支
払
制
度
が
ス
タ
ー
ト

　
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
続
く
農
業
の
中

で
も
、
と
り
わ
け
条
件
整
備
が
進
ま
な
か
っ

た
中
山
間
地
域
を
対
象
に
、
今
年
度
か
ら
直

接
支
払
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
山
問
地
域
の
ほ
場
条
件
や
生
活

環
境
を
総
合
的
に
整
備
す
る
「
中
山
間
地
域

活
性
化
基
盤
総
合
整
備
事
業
」
が
、
中
条
地

区
の
山
問
部
（
中
条
高
原
）
で
始
ま
り
ま
す
。

　
1
2
年
度
に
は
農
業
用
水
路
・
農
道
・
ほ
場

等
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
農

山
村
の
魅
力
と
安
ら
ぎ
を
広
く
都
会
の
人
々

に
提
供
し
よ
う
と
、
赤
倉
で
は
「
中
山
間
地

域
活
性
化
推
進
事
業
」
に
よ
っ
て
都
市
間
交

流
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
「
心
の
教
室
相
談
員
」
活
用
調
査
研
究
委
託

　
事
業
（
相
談
員
の
配
置
と
環
境
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
8
万

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
1
教
育
推
進
運
動
事
業
（
子
供

　
の
資
質
・
能
力
向
上
の
た
め
の
地
域
推
進
運

　
動
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
4
7
4
万

■
小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
（
学

　
習
用
機
器
導
入
ほ
か
）
　
　
3
、
0
4
3
万

◆
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
6
万

■
O
1
1
5
7
対
策
事
業
　
　
　
　
4
9
7
万

◆
十
日
町
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
事
業

　
（
十
日
町
・
中
条
・
下
条
中
学
校
の
給
食
共

　
同
調
理
場
を
十
日
町
中
学
校
に
併
設
し
て
建

　
設
）
　
　
　
　
　
　
2
億
3
、
8
9
9
万

◆
十
日
町
中
学
校
学
校
食
堂
施
設
整
備
事
業

（
調
理
場
の
2
階
に
食
堂
を
建
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
、
7
2
7
万

◆
十
日
町
中
学
校
武
道
場
建
設
事
業
（
老
朽
化

　
に
と
も
な
う
施
設
の
更
新
）
1
億
2
2
9
万

社
会
教
育
の
充
実

■
青
年
教
育
事
業
　
　
　
　
　
　
　
2
2
4
万

■
生
涯
学
習
事
業
（
高
齢
者
・
家
庭
教
育
・
成

　
人
婦
人
教
育
ほ
か
）
　
　
　
　
　
6
1
1
万

■
情
報
館
活
動
及
び
資
料
購
入
等
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
1
5
7
万

■
情
報
館
シ
ス
テ
ム
及
び
視
聴
覚
機
器
整
備
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
、
2
5
1
万

芸
術
文
化
の
振
興

■
ア
ー
ト
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
2
0
万

■
文
化
講
演
事
業
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
万

■
国
宝
展
示
・
保
管
・
情
報
発
信
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
1
万

◆
出
土
品
保
存
・
整
理
・
活
用
事
業
（
発
掘
調

　
査
報
告
書
作
成
ほ
か
）
　
　
　
　
3
0
0
万

ス
ポ
葛
ツ
の
振
興

闇
W
杯
サ
ッ
カ
ー
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘
致
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
0
万

■
健
康
体
力
増
進
事
業
（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

　
興
）
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
4
5
6
万

◆
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化
事
業

　
（
1
面
分
）
　
　
　
　
　
　
4
、
0
0
0
万

◆
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
⊥
コ
新
潟
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
0
万

豊
か
な
生
活
環
境
の
整
備

■
広
域
火
葬
場
建
設
事
業
（
衛
生
施
設
組
合
事

　
業
）
　
　
　
　
　
　
　
6
億
1
、
1
1
0
万

■
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
（
生

ご
み
処
理
容
器
購
入
等
へ
の
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
5
万

■
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業
（
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
、
循
環
型
社
会
の
構

　
築
な
ど
を
内
容
と
し
て
策
定
）
　
6
6
0
万
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…用構

生
産
調
整
と

土
地
利
用
型
農
業
の
確
立
支
援

　
過
剰
在
庫
を
抱
え
る
米
の
減
反
を
支
援
し

ま
す
。
更
に
、
市
は
新
た
な
「
水
田
農
業
経

営
確
立
対
策
」
に
お
い
て
、
大
豆
・
そ
ば
等

の
土
地
利
用
型
農
業
を
支
援
し
ま
す
。

　
生
産
調
整
と
消
費
拡
大
の
推
進
で
米
価
を

維
持
す
る
一
方
、
「
土
地
利
用
型
作
物
本
作

化
条
件
整
備
事
業
」
や
「
農
林
業
生
産
体
制

整
備
事
業
」
に
よ
り
、
組
織
経
営
体
の
育
成

に
つ
と
め
ま
す
。

　
林
業
で
は
「
特
用
林
産
産
地
整
備
事
業
」

に
よ
っ
て
、
な
め
こ
培
養
セ
ン
タ
ー
の
増
築

を
進
め
、
生
産
者
に
対
す
る
菌
床
の
高
品

質
・
安
定
供
給
を
実
現
し
ま
す
。

豊かな心と
創造性に富む

づ《り

十
日
町
中
学
校
に

　
給
食
共
同
調
理
場
を
建
設

　
十
日
町
・
中
条
・
下
条
の
各
中
学
校
で
の

給
食
を
実
現
す
る
た
め
に
、
1
2
年
度
事
業

と
し
て
「
十
日
町
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

建
設
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
調
理
場
建
設

灘
譲

＼
　
．

灘
鑑

と
あ
わ
せ
て
、
十
日
町
中
学
校
で
は
、
生

徒
・
職
員
3
6
0
席
分
の
食
堂
が
建
設
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め

引
き
続
き
「
O
1
1
5
7
対
策
事
業
」
を
行

い
、
衛
生
管
理
の
徹
底
に
つ
と
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　
児
童
・
生
徒
が
悩
み
等
を
気
軽
に
話
す
こ

と
の
で
き
る
「
心
の
教
室
」
で
は
、
引
き
続

き
相
談
員
を
生
徒
の
身
近
に
配
置
し
て
、
ゆ

と
り
あ
る
教
育
環
境
を
築
き
ま
す
。

　
ま
た
、
2
1
世
紀
の
社
会
を
、
創
造
性
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も
を
育
て
る

た
め
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
加
を
得

て
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
1
教
育
推
進
運
動
事
業
」

に
も
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
を
小
・

中
学
生
の
段
階
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
12
年
度
は
南
中
学
校
・
水
沢
中
学

校
に
生
徒
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
ま

す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
精

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
i
・
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン

　
容
器
等
リ
サ
イ
ク
ル
業
務
委
託
（
衛
生
施
設

　
組
合
事
業
）
　
　
　
　
　
　
　
　
8
3
2
万

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
2
5
2
万

■
下
条
地
区
簡
易
水
道
配
水
管
布
設
替
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
3
0
0

■
水
沢
南
部
地
区
簡
易
水
道
新
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
2
、
7
6
5
万

■
公
共
下
水
道
事
業
（
新
座
・
大
井
田
処
理
分

　
区
管
渠
布
設
工
事
）
　
4
億
4
、
5
7
3
万

■
特
環
下
水
道
事
業
（
南
部
、
北
部
、
中
部
処

　
理
分
区
管
渠
布
設
工
事
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
億
0
、
0
0
1
万

■
農
業
集
落
排
水
事
業
（
下
条
地
区
管
路
布
設

　
工
事
ほ
か
）
　
　
　
　
伯
億
0
、
0
0
0
万

環
境
・
防
災
体
制
の
確
立

◆
十
日
町
大
火
百
周
年
記
念
事
業
負
担
金
（
防

　
災
訓
練
・
記
念
式
典
等
を
実
施
）
5
5
5
万

■
環
境
美
化
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
3
4
万

■
住
居
表
示
調
査
事
業
　
　
　
　
　
4
0
1
万

■
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
　
　
　
9
6
0
万

■
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
、
8
0
9
万

■
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
　
5
、
6
0
1
万

雪
国
環
境
の
整
備

■
克
雪
住
宅
づ
く
り
促
進
事
業

■
流
雪
溝
整
備
事
業
　
　
　
　
8
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
億
7
、

9
0
0
万

3
0
1
万

■
消
雪
パ
イ
プ
建
設
工
事
　
　
5
、
4
3
0
万

◆
谷
内
丑
帝
営
住
宅
児
童
遊
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
8
9
万

■
谷
内
丑
市
営
住
宅
建
設
事
業
6
、
2
5
9
万

健
康
づ
く
り
と

　
　
　
保
健
体
制
の
充
実

■
乳
児
医
療
費
助
成
事
業
（
満
1
歳
の
月
末
ま

　
で
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
3
1
0
万

■
老
人
医
療
費
助
成
事
業
（
砺
歳
～
葡
歳
ま
で

　
の
一
人
暮
ら
し
老
人
と
寝
た
き
り
老
人
の
医

　
療
費
の
一
部
を
助
成
）
　
　
　
　
　
2
0
万

■
精
神
障
害
者
医
療
費
等
助
成
事
業
（
医
療
費

　
の
自
己
負
担
額
を
軽
減
）
　
　
　
3
3
2
万

■
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
（
満
1
歳
～
満
6
歳

　
ま
で
の
就
学
前
幼
児
の
入
院
に
要
し
た
医
療

　
費
の
一
部
を
助
成
）
　
　
　
　
　
6
翔
2
万

■
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業
（
健
康
相

　
な
ど
の
健
康
づ
く
り
支
援
）
　
　
4
5
2
万

医
療
体
制
の
充
実

■
老
人
保
健
施
設
・
中
条
第
二
病
院
存
続
補
助

　
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
、
8
9
1
万

■
地
域
医
療
対
策
費
　
　
　
　
5
、
3
8
8
万

⑥



通
し
た
人
材
を
情
報
教
育
の
場
に
迎
え
入
れ

る
た
め
の
「
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
導
入

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
基
本
計
画
の
策
定

　
　
　
公
民
館
は
出
会
い
と
交
流
の
場
、
学
び
合

　
　
い
の
場
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に

　
　
対
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
実
施
し
、
学

　
　
び
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

　
　
「
生
涯
学
習
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
　
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た

　
　
地
域
情
報
の
発
信

　
　
　
十
日
町
情
報
館
は
、
地
域
の
情
報
セ
ン
タ

　
　
ー
と
し
て
、
新
年
度
に
市
役
所
各
課
か
ら
の

　
　
情
報
発
信
を
軌
道
に
乗
せ
ま
す
。
市
民
向
け

　
　
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
事
業
面

　
　
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

　
　
　
県
内
初
の
国
宝
指
定
を
受
け
た
火
焔
型
土

　
　
器
を
は
じ
め
と
す
る
笹
山
遺
跡
出
土
品
に
つ

　
　
い
て
は
、
そ
の
価
値
を
、
広
く
人
々
に
伝
え

　
　
る
た
め
に
、
「
国
宝
展
示
・
保
管
・
情
報
発

　
　
信
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

　
湿
W
杯
べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
誘
致

瞬
吻
聾
韓
操
難
撲

ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
の
利
用

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
7
月
に
は
海
外

の
チ
ー
ム
を
招
き
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
脳

新
潟
の
試
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
・
体
力
の

増
進
を
図
る
た
め
、
総
合
体
育
館
な
ど
施
設

を
大
い
に
活
用
し
、
「
健
康
体
力
増
進
事
業
」

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

雪
国
環
境
の
整
備

　
雪
国
の
住
民
に
と
っ
て
、
安
心
し
て
過
ご

せ
る
冬
の
環
境
整
備
は
長
年
の
悲
願
で
す
。

住
宅
整
備
で
は
、
雪
下
ろ
し
か
ら
の
解
放
を

目
標
に
、
引
き
続
き
融
雪
式
住
宅
や
耐
雪
式

住
宅
へ
の
融
資
や
補
助
を
行
い
ま
す
。
（
9

ぺ
ー
ジ
参
照
）
流
雪
溝
は
1
2
年
度
工
事
で

さ
ら
に
約
1
㎞
が
整
備
さ
れ
、
総
延
長
32
㎞

と
な
る
予
定
で
す
。
消
雪
パ
イ
プ
は
約
3
5

0
m
の
延
長
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
多
量
の
地
下
水
を
消
雪
用
に
使
つ

て
い
る
市
内
で
は
、
地
下
水
位
の
低
下
や
地

盤
沈
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
下

水
の
利
用
実
態
を
把
握
し
、
規
制
の
見
直
し

人
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
生
涯
福
祉
の
充
実

◆
介
護
保
険
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業

　
（
特
別
会
計
を
新
設
し
介
護
を
要
す
る
高
齢

　
者
等
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
）
押
億
3
、
6
6
0
万

■
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
概

　
ね
6
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老
人
に
施
設
で

　
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
）
　
1
、
6
5
5
万

■
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
介
護

　
保
険
非
該
当
老
人
の
従
来
家
事
型
ヘ
ル
パ
ー

　
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
）
　
　
　
　
　
5
2
5
万

■
在
宅
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
支
援
事
業

　
（
一
人
暮
ら
し
老
人
へ
の
緊
急
通
報
装
置
貸

　
与
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0
5
万

■
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
　
　
　
　
5
2
0
万

■
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
（
在
宅

　
の
要
援
護
老
人
本
人
や
家
族
に
対
し
在
宅
介

護
の
総
合
的
な
相
談
受
付
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
9
2
0
万

■
重
度
心
身
障
害
児
者
医
療
費
助
成
事
業
（
医

　
療
費
・
薬
剤
の
一
部
を
助
成
）
3
、
2
0
6
万

■
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
（
歩
道
改

　
良
、
信
号
機
設
置
）
　
　
　
　
　
1
5
0
万

■
ひ
と
拶
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
（
医
療

　
費
・
薬
剤
費
の
一
部
助
成
）
　
　
9
0
4
万

■
重
度
心
身
障
害
児
者
介
護
手
当
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6
0
万

地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
の
振
興

■
雪
ま
つ
り
事
業
　
　
　
　
　
3
、
5
0
0
万

■
集
雪
・
貯
雪
・
利
雪
事
業
　
　
　
1
1
0
万

■
観
光
協
会
委
託
料
　
　
　
　
1
、
8
0
0
万

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の
拠
点
整
備

■
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
推
進
事
業

　
（
広
域
事
務
組
合
事
業
）

①
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
委
託

　
　
　
　
　
　
事
業
費
臼
1
億
8
、
3
0
0
万

　
（
芸
術
作
品
設
置
、
地
球
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
ほ
か
）

②
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
－
新
規
（
仮
称

　
一
越
後
妻
有
交
流
館
の
実
施
設
計
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
事
業
費
稗
5
億
8
、
0
0
0
万

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

■
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
事
業
（
交
流
計
画

　
の
企
画
運
営
団
体
へ
の
助
成
）
　
4
0
0
万

■
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
運
営
事

　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
3
0
0
万

□
国
際
交
流
事
業
（
国
際
交
流
、
姉
妹
都
市
鋳

　
周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
）
6
2
3
万

◆
N
P
O
設
立
支
援
事
業
（
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
団
体
な
ど
の
法
人
格
取
得
の
た
め
の
法
的

　
手
続
き
支
援
ほ
か
）
　
　
　
　
　
1
2
7
万

■
地
域
集
会
施
設
整
備
事
業
（
中
条
旭
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
0
万
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l關護

と
安
定
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
う

下
水
対
策
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
地

　
今
年
4
月
か
ら
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

に
基
づ
く
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
ー
類
の

回
収
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
1
1
年
度

か
ら
取
り
組
ん
だ
「
環
境
基
本
計
画
の
策
定
」

は
、
1
2
年
度
に
「
望
ま
し
い
環
境
目
標
」
な

ど
を
定
め
、
環
境
対
策
に
か
か
わ
る
基
本
計

画
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
「
環
境
美
化
推
進
事
業
」
に

よ
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
、
生
ご
み
処
理
容
器

の
普
及
促
進
に
つ
と
め
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
上

下
水
道
の
整
備
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
簡
易
水
道
で
は
引
き
続
き
水
沢
南
部
地

区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
下
水
道
で
は
、
昨

年
同
様
、
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
新
座
・

大
井
田
処
理
分
区
、
特
定
環
境
保
全
下
水
道

事
業
で
水
沢
南
部
処
理
分
区
と
今
年
度
よ
り

中
条
地
区
、
江
道
・
猿
倉
地
区
で
も
管
渠
布

設
を
行
い
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、

下
条
地
区
で
管
渠
布
設
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
各
種
下
水
道
事
業
に
該
当
し
な
い
地

区
に
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す

る
助
成
を
行
い
ま
す
。

新
火
葬
場
の
建
設
に
向
け
て

　
老
朽
化
に
と
も
な
い
、
建
替
え
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
新
火
葬
場
は
、
衛
生
施
設
組
合

の
事
業
と
し
て
、
1
2
年
度
に
建
設
工
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
市
は
6
0
0
万

円
を
予
算
計
上
し
、
建
設
予
定
地
に
い
た
る

取
付
道
路
の
用
地
買
収
等
に
あ
た
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

た

　
4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
．
約
1
、
2
0
0
人
の
皆
さ
ん
に
、
施
設

や
在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
1
7
億
3
、
6
6

0
万
円
の
給
付
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
「
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
や
「
家
事
型
ヘ
ル
パ
ー
」
の
派
遣
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り

　
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

世
代
を
越
え
た
総
合
的
な
保
健
福
祉
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
正
し
い
健
康
知
識
や
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
が
ん
予
防
講
演
会
や
糖
尿
病
教
室

な
ど
の
健
康
教
育
を
行
い
、
ま
た
、
地
区
公

民
館
な
ど
で
は
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
、
乳
幼

児
や
住
民
健
診
、
寝
た
き
り
予
防
の
た
め
に
、

機
能
訓
練
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
事

業
を
総
合
的
に
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
引
き
続
き
す
こ
や
か
エ
コ
ー
推
進
員

や
食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど
の
健
康
づ
く
り

団
体
と
連
携
し
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
を
開
催

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
市
町
村
が
連
携
し
て

魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に

「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
事
業
」

を
推
進
し
ま
す
。
今
年
は
、
メ
イ
ン
・
イ
ベ

ン
ト
と
な
る
「
大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
を
7

月
2
0
日
か
ら
9
月
1
0
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。

31

か
国
、
約
1
4
0
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、

妻
有
の
大
地
を
舞
台
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
作
品
を
展
開
す
る
ほ
か
、

環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
地
球
環
境
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
や
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
る
「
大
地

交
響
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
多
数
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
の
顔
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と

な
る
ク
ロ
ス
ー
0
周
辺
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
平

成
1
5
年
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
実
施
設
計

委
託
及
び
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
や
産
業
振
興
に
大
き
な
役
割
が

期
待
さ
れ
る
、
官
民
協
働
に
よ
る
十
日
町
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
1
，

3
0
0
万
円
を
計
上
し
、
運
営
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

交
流
拠
点
整
備
に
向
け
て

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
内
で
は
、
「
十
日
町
市

交
流
体
験
施
設
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
」
が
今
年
2
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
調

和
し
た
、
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
民
を
は
じ
め
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
あ
て

ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
事
業
」
等
を
通
じ
て
、

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
交
流
拠
点
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

姉
妹
都
市
交
流
は
器
周
年

　
イ
タ
リ
ア
コ
モ
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
が
2
5

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
「
国

際
交
流
事
業
」
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

コ
モ
湖
畔
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
度
内
に
は
ボ
ッ

タ
・
コ
モ
市
長
を
含
む
使
節
団
の
来
市
が
予

定
さ
れ
る
な
ど
、
盛
ん
な
相
互
交
流
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

⑧



　
　
麟
有
利
な
制
度
を
－
．
』
利
用
く
だ
さ
い

▼
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
▲
、

◆
補
助
対
象

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用
を
と
も
な
う
も
の
を
除
く
）

　
の
設
置
工
事
で
、
新
築
・
増
築
・
改
良
に
よ
る
も
の
。

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
及
び
融
雪
構
造
住
宅
へ

　
の
改
良
工
事
。

【
耐
雪
式
】

　
3
・
3
m
以
上
の
積
雪
荷
重
（
9
9
0
㎏
／
、
m
）
に
耐
え
る
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
ぴ

　
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪
庇
対
策
を
講
じ
た
も
の
。

◆
補
助
条
件

①
右
の
住
宅
で
、
市
が
適
正
と
認
め
た
も
の
。

②
個
人
住
宅
お
よ
び
共
同
住
宅
で
、
併
用
住
宅
も
含
み
ま
す

　毎月禰臼畢の帯報にrゆずり
ます・ゆずってください」という

コーナーがありまず。不網になっ

た品物や必要な翻物の情報を介し

て、多くの皆さんがリサイクルに

取り組漏でいまず．

　籍私にζっては不囎翻．だけど

捨ててしまうにはもった舗ない盤

という火や．羅ほしいものを探じ

ているんだけどなかなか鋲に入ら

なくて一鐙という人は気軽にお申

し込みください。紹介・登録手数

料は無料でず。

　とりわ繊．4月擁日からは．6

歳宋満の幼蝿へのチャイルドシー

，ト蒼用が義務佑されます。そこで、

皆さんの中でチャイルドシートが

不用、あるいは必要な人がいらし

たら、ぜひこのコーナーをご利用
．ください。

．覆問盒せ・申込み二消費者協会
縫市民生活課生活環境係内豊57一

鋤輯内線褥沿へ。

■注慧二飼コーナーは、利用者が．

相対で交渉してもらうものです。

したがって、消費者協会および簿

では、晶物等嶋関する責経は一切
負いません奮聯仙

　
（
新
築
建
売
住
宅
の
購
入
も
可
）
。

③
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下
水
か
ん
養
ま
す
」
の
設
置

　
が
必
要
で
す
。

④
平
成
1
2
年
度
内
に
完
成
す
る
住
宅
に
限
り
ま
す
．

⑤
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度
を
受
け
る
場
合
で
も
該
当

　
し
ま
す
。

⑥
過
去
に
克
雪
住
宅
関
連
補
助
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
該

　
当
し
ま
せ
ん
。

◆
補
助
金
上
限
　
必
万
円

◆
受
付
期
間
4
月
3
日
㈲
か
ら
9
月
2
9
日
團
ま
で
．

　
　
　
　
　
　
　
※
工
事
着
手
前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
ヤ
ま
ル
な
ナ
　
蜀
翻
　
は
う
協
る
額

▼
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度
▲

◆
対
象
工
事
・
貸
付
額

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用
を
伴
う
も
の
を
除
く
）
の

　
設
置
工
事
…
…
…
融
雪
装
置
の
設
置
工
事
費
の
8
0
％
以
内

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
工
事
…
…
…
…
工
事
費
の
1
5
％
以
内

③
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
…
…
－
工
事
費
の
8
0
％
以
内

【
耐
雪
式
】

　
3
・
3
m
以
上
の
積
雪
荷
重
（
9
9
0
㎏
／
、
m
）
に
耐
え
る

　
安
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪
庇
対
策
を
講
じ
た

　
も
の
…
…
…
…
工
事
費
の
2
0
％
以
内

【
落
雪
式
】

　
　
　
こ
ツ
つ

①
屋
根
勾
配
や
滑
り
や
す
い
屋
根
材
な
ど
を
利
用
し
て
雪
を
滑

　
り
落
と
す
建
物
の
新
築
・
増
築
工
事
…
…
…
工
事
費
の
1
0
％

　
以
内

②
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
－
…
…
工
事
費
の
80
％
以
内

◆
貸
付
条
件

①
右
の
建
物
で
、
市
が
適
正
と
認
め
た
も
の
．

②
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
建
物
も
対
象
と
し
ま
す
。

③
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下
水
か
ん
養
ま
す
」
の
設
置

　
が
必
要
で
す
。

④
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
の
補
助
を
受
け
る
場
合
で
も
該
雪

　
し
ま
す
。

◆
貸
付
限
度
額
　
5
0
0
万
円

◆
貸
付
利
率
　
年
3
・
O
％
　
◆
貸
付
期
間
　
1
0
年
以
内

◆
受
付
期
間
年
度
内
に
完
了
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
随
時
．

　
　
　
　
　
　
　
※
工
事
着
手
前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨平成12年3月25日号
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子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
十
日
町
市
児
童
育
成
計
画
策
定
に
当
た
り
、
子
育
て
環
境
に
関
す
る
市

の
実
態
を
把
握
し
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
「
子
育

て
支
援
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

診
尋
化
ど

　
　
　
垂
灘
謹
ル
プ
ラ
謎

　
高
齢
化
と
と
も
に
社
会
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
少
子
化
は
、

将
来
の
私
た
ち
の
生
活
に
様
々
な
影

響
を
及
ぽ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
に
喜

び
を
見
出
し
、
ま
た
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
全
で

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
な

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
行
政
・

企
業
・
地
域
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、

社
会
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
子
ど
も
を
生
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

と
を
目
指
し
、
現
在
、
十
日
町
市
児

童
育
成
計
画
を
策
定
中
で
す
。

基
本
目
標

　
こ
の
計
画
で
は
、
次
の
4
本
柱
を

中
心
に
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

①
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

　
安
心
し
て
子
育
て
し
な
が
ら
働
き

つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

②
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
へ
の
支
援

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
母
子
保
健

医
療
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
な
ど
社
会
全

体
で
支
援
す
る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

③
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
の
推
進

　
人
間
性
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

④
子
育
て
の
た
め
の
生
活
環
境
整
備

　
子
ど
も
や
親
が
と
も
に
安
心
し
て

遊
べ
る
公
園
や
安
全
な
道
路
等
の
整

備
を
目
指
し
ま
す
。

少
子
化
が
及
ぼ
す
影
畿

　
若
年
労
働
力
の
減
少
に
よ
り
、
ま

ち
の
活
力
が
低
下
し
、
年
金
な
ど
の

社
会
保
障
に
か
か
る
現
役
世
代
の
負

担
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
合
う

機
会
の
減
少
に
よ
る
自
主
性
、
社
会

性
の
欠
如
が
起
こ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　景　　　　　　　　　　　　　叢　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　繰　　　　　　　　　暴　　　　　　　幽　　　　　　の　　　　癒　　　顯　鼠轟

　自然動態、社会動態の推移や男女の未婚率の推移から次の3

点が少子化の背景となっています。

◇女性の高学歴化、社会進出など、ライフスタイルが多様化す

　る中で、晩婚化が進み、未婚率が上昇しています。

◇仕事と子育ての両立の難しさが存在しています。

◇若年労働力人口が市外へ流出を続けています。

　自然動態、社会動態の推移（住民基本台帳）
、634

　　　　　　　　　　　　　転出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，267
，240

、◎

　、㌔㌧
　　＼㌧．＿一’一、魁．、．＿＿．＿一一一一ニロー、・鞠一
　　　　　　　　　　　　　　　　転入　1，027
816

　　　424

　　　　390

　　　　　　　出生

359　　　　　　　　　　　　　　，

　　　死亡

平
成
1
0
年

平
成
9
年

平
成
7
年

平
成
2
年

昭
和
6
0
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昭
和
5
5
年

昭
和
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年

（人）未婚率の推移・男性（国勢調査）
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．糟1理想の子どもの人数

　　現在の子どもの人数と理想の子どもの人

　　数に差がありますか

理想の子どもの数と実際

項　　　　圏 率（％）

ほしい子どもの人数と実際の子どもの
人数が同じ 46．8

ほしい子どもの人数より実際の子ども
の人数のほうが少ない 46．5

ほしい子どもの人数より実際の子ども
の人数のほうが多い

5．9

無　回　答 0．8

理想の子どもの人数よりも
　実際の人数が少ない理由（複数回答）

項　　　　圏 薬鱗）

経済的な負担が増えるから 70．7

仕事と家庭の両立が大変だから 45．2

子どもの世話が大変だから 22．8

年齢的な理由で無理だから 18．3

健康上の理由で無理だから 10．0

自分の生活を楽しみたいから 9．3

住まいが狭いから 6．9

そ　の　他 25．2

アンケート調査の実施概要

項　　圏 難　象 國　警

就学前児童をも
つ保護者 900人

　624人
（69．3％）

小学生低学年児
童をもつ保護者 600人

　379人
（63．2％）

妊　　産　　婦 100人
　65人
（65．0％）

合　　　　　計 1，600人
1，068人
（66．8％）

囎

．欝2これまでに育児休業を
　　　　　　　　　　　　取得したことはありますか

　　母親の育児休業の取得状況　　　父親の育児休業の取得状況

　　　　　　　現在育児休業中1．6％　　無回答8．2％
無回答6．5％

　
る
　
．

た
あ
％

む
が
コ

傷
と
鎚

取
二
客

取得したことはない
　　65．8％

取得したことはない
　　91．8％

　

購4父親が育児を積極的に
　　　　　　　　　やらない理由 （複数回答）

醸　　　　　　　園 難鱗》

職業、勤務時間の関係でその時間がとれないから 72．0

育児よりも自分のやりたいことなどがあるから 35．2

育児方法がよくわからないから 22．1

母親の家族がやっているので、父親の育児参加の必
要がないから

14．1

育児に関心がないから 8．7

職場の理解が得られないから 3．9

子どもと同居していないから（単身赴任など） 2．1

そ　の　他 7．5

媛撫3父親の育児への関わりは

ほとんどやらない
　　6．7％

無回答1．6％

　
喝講

々
っ
臥

時
や
5

．積樺的に点
やって㌧．、る

　36，1％・．『・

騨5　（ふだん家庭で保育している人から）

　　この1年間で家庭内での育児が
　　　　　できなかったことはありますか

問5で（あった）と答えた人

面倒をみられなくなった理由は何ですか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

無回答
0．5％

なかった
50．6％

あった
48，9％

項　　　　　　　園 率（％）

保護者（父親、母親）が病気になったため 31．8

冠婚葬祭があったため 23．9

妊娠や出産があったため 22．7

趣味やレジャーで出かけたため 19．3

家族の介護や看病に手をとられたため 13．6

町内会やボランティアなど地域活動に参加したため 12．5

仕事が忙しく、残業があったため 8．0

家事が忙しくなったため 2．3

家事や育児にストレスでつらくなったため 1．1

⑪平成12年3月25日号
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閤7子どもを預ける施設などへの改善要望は

預かる時間（保育時間）をも

っと長くしてほしい

低年齢児（0～2歳児）の受け
入れ体制を充実してほしい

子どもの様子を詳しく教え、

相談にのってほしい

基本的な生活習慣をきちんと

身につけさせてほしい

子どもの個性を尊重してほしい

習い事を教えてほしい

行事などに親の希望をもっと

取り入れてほしい

地域の子育て相談員やカウン

セラーを充実させてほしい

0％ 100％

そう思う
どちらとも
いえない

ややそう思う　　　　　あまり

蘭6子どもが病気になったとき

　　　どのように対応してますか

項　　　　　　　目 率鱗〉

母親が仕事を休むことが多い 46．2

家族にみてもらい、父親、母親は仕事

を休まないことが多い 30．0

親戚や知人にみてもらうことが多い 4．1

父親が仕事を休むことが多い 1．4

病気の子どもを受け入れてくれる施設

でみてもらうことが多い
0．5

職場などに連れていくことが多い 0．2

そ　の　他 14．9

無　回　答 2．7

そう思わない

繭9学童保育にどのような
　　　　　　　　ことを期待しますか
　　無回答4．8％

魏　
麟 学校の宿題を

1みでほし七、．

　舞8％・、

遊．～ミ場所を提供して

もらうだけでいい
47．6％

饗難縷
籔嚢懸

爾8学童保育の施設として

　　　　　　　適切な場所はどこですか

無園警∫

9．5婁翻

熾　
購

小学校
42．9％

．保育所や
幼稚園・、，・

33．3％．

．欝10妊娠・出産や子育てについて

　　　夫婦で話し合いをしてますか 　蟹
　
　
纈

〈話し合いの有無〉

答
％

園
乏

無
謁

していない
29．2％ 、している

．61．6％

＜話し合いの内容は＞

項　　　目 率1％）

子育てについて 75．0

出産について 57．5

妊娠のこと 55．0

、撫

越村隆一さん
　　　（新座3）

　子どもを寝かせつけるとき、絵本を読んであげるのが私

の担当です。今ではすっかり習慣になってきました。そし

て、私の職場は、子育てなどに理解があり、子どもが病気

になったときなど、周りのスタッフが支えてくれるような、

体制づくりが進んでいます。これからは、子育てを社会全

体で支えていくような仕組みが大切だと思います。

　また、子どもをあずかってもらっている保育園でも、環

境整備が整ってきており大変助かっています。受け皿も「設

備」「人」「もの」とお金がかかります。保育料は安い方が

助かりますが、負担が多少増えても、受け皿の充実と、心

ある環境整備の支援を望んでいます。
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聞12市の医療費助成事業を

　　　　　　　　知っていますか

乳幼児医療費

助成事業

幼児医療費
助成事業

妊婦定期検診
（2回）の公的助成

0％ 100％

　5◎．8

麹搬誕膝る
13．8 ・35．4

聞いたことがある　全く知らない

籔．ヌ 21．5＝　　・50め・8，1

8玉．5 工2．3

6．2

繭13子どもを生み育てやすい環境
　　づくりのため、行政にどの
　　　ようなことをのぞみますか

　　　　　　　　　　　（複数回答）
項　　　　　　　圏 率1％）

保育料や教育費など、子育てにかかる経済的
な負担を軽減する

86．9

児童手当を拡充する 68．3

子どもが安心して遊べる公園や自然環境など
を整備する

65．4

医療費助成事業の充実 55．4

歩道の整備など乳幼児連れでも活動しやすい
まちづくりを進める

38．1

育児休業制度や子育て後の再就職制度を普及
する

37．5

障害をもつ子どもの受け入れ体制を充実させる 32．1

親の就労形態に合うように保育施設や保育サ
ービス内容を充実させる

31．7

家事・育児への男女共同参加の意識’づくりを
行う

27．9

蘭11育児に関する相談・情報等で

　　　　　　　困ると感じたこと

　　　　　　　　　　　　（複数回答）

こ
れ
か
ら
の

　
　
　
少
子
化
社
会
に
向
け
て

　
少
子
化
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
、
子
育
て
の
た
め
の
良
好
な
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
全
体
で
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
、
住

民
代
表
の
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
児
童
育
成

計
画
策
定
検
討
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
取
り
入
れ
、
平
成
1
2
年
度
以
降
の
子
育
て

支
援
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

項　　　　　　　鼠 率1％》

育児疲れ等からのリフレッシュを図るときに子
どもを預けることろがない

28．2

市の施設や事業に関する情報が入手しにくい 26．1

民間の子育てサービスに関する情報が入手しに
くい 24．7

子育てについて気軽に相談できることろがわか
らない

19．4

子どもの病気や発育について適当な相談相手が
身近にいない

12．0

子育てについて家族の協力が十分に得られない 11．9

子どもの遊ばせ方やしつけについて適当な相談
相手がいない

11．9

子どもの食事や栄養について適当な相談相手が
身近にいない

7．4

そ　の　他 11．7

鐵難
灘欝

糞

　灘　鱗
　　．融　

髪

鰻　　　　 蝋轍贈

構
繋’

佐藤貴子さん醤．．．1、騒一灘羅蟻

　　（川治内後）　　　1’　　　　　　　～と’』欝；

　「育児は自分の手で」ということから、保育所は3

年保育にしました。現在、子どもを保育所であずかっ

てもらっている間はパートにでています。日曜日にも

仕事があり、その間は父親が担当しています。外で遊

ばせているときは、問題がないのですが、雨のときは

子どもの関わり方がわからないと言います。

休みの日や雨天のときでも、子どもを遊ばせる場所

や目の届く範囲に遊ばせる公園などがあったらと思い

ます。テレビゲームなどの遊びが中心ですが、子ども

は自然と関わり、人と交わることが一番です。地域で

子どもを支えるような仕組みがあれば、いろいろな問

題解決ができるのではないでしょうか。
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介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と

き
は
、
市
の
窓
口
で
要
介
護
認
定
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
被
保
険
者

証
は
、
こ
の
申
請
を
す
る
と
き
に
い

っ
し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
炎
護
保
険
の
聞
合
せ

謝
護
保
険
塞
　
奔
護
保
険
孫

　
盆
騨
ー
§
墾
塗
豊
蕪
．

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
と
き
は
、

申
請
が
必
要
で
す

　
被
保
険
者
証
を

　
　
　
　
配
布
し
ま
し
た

　
4
月
1
日
現
在
で
6
5
歳
以
上
の
人

に
は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を

3
月
に
各
地
区
で
配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
郵
送
し
た
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
3
月
31
日
ま
で
に
手
元
に
届

い
て
い
な
い
人
は
、
介
護
保
険
係
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
4
月
以
降
に
6
5
歳
に
な
る
人
に
は

誕
生
月
の
前
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
は
、
健

保
険
の
被
保
険
者
証
を
添
え
て
、

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
る
と
、
介
護
度
な
ど

定
の
内
容
を
記
載
し
た
被
保
険
者

を
発
行
し
ま
す
。

施
設
入
所
の

　
　
　
食
費
負
担
の
軽
減

特
養
や
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療

型
の
医
療
施
設
に
入
所
し
て
い
る

の
食
費
負
担
額
が
所
得
の
状
況
に

っ
て
、
次
の
よ
う
に
軽
減
さ
れ
ま

。
該
当
す
る
人
は
、
介
護
保
険
係

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
額
が
1
日
当
た
り
7
6
0
円

の
と
こ
ろ

市
民
税
世
帯
非
課
税
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
円

市
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
老
齢
福

祉
年
金
受
給
者
等
　
　
3
0
0
円

1亡

4
月
1
日

薄
蓼
畿
灘
こ
ま
で
来
た
と
い
う
感

獲
響
す
。
今
は
元
気
で
す
が
、
介

護
保
険
で
介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
安
心
し
ま
し

た
。
何
で
も
お
金
の
か
か
る
時
代
。

保
険
料
も
「
安
心
」
を
買
う
と
い

う
こ
と
で
当
然
の
義
務
で
す
。
介

護
を
受
け
な
い
で
6
年
後
に
被
保

険
者
証
を
更
新
で
き
る
よ
う
、
健

康
に
留
意
し
た
い
も
の
で
す
、

　
　
　
　
（
7
8
歳
の
女
牲
の
辮
翻

高齢者や障害者を支援します■難盤麟麟熱骸糠響讐す

これからの福祉サービスは、自分でサービスを叢

選び、サービスを提供する側と契約を結んで利用1

することになります。しかし、判断能力が十分でン．

ないと、自分の判断だけでは適切にサービスが受i…i

けられないことが考えられます。

この事業は・生活に不安を持つ高齢者や障害者購

のために、契約を結んで福祉サービス利用手続き……き

欝代行な　して暮らせるお手伝いを1

◎利用できる人

在宅で生活している痴呆性高齢者や知的障害、蕪

精神障害のある人で、判断能力が不十分なため、灘

自立した生活や金銭管理に不安をお持ちの人で蕪
す。

◎サービスの内容

□福祉サービスの利用をお手伝いします

□日常的なお金の出し入れをお手伝いします

□大切な書類を安全にお預かりします

介護保険制度を利用するためには、利用料や保険料を．

負担することになっています。低所得世帯を対象に負担li

の軽減をはかるため、生活福祉資金において、利用料やil

保険料などの支払いに必要な費用を、一時的に無利子でi』…

借りられます。

◎借り入れできる費用

□利用料や保険料等に支払う費用が融通できない場合

□当面、利用料の全額を負担しなければならない場合

◎借り入れできる人

要介護●要支援と認定された人のいる世帯のうち・低1

所得世帯や高齢者世帯であり、一時的に費用を工面する藁

ことが難しく、かつ、借入時の状況として償還の見込め懇

る世帯であること。

◎基準

□限度額＝27万円以内・特に必要な場合は49万8千円　、、

□据置期間＝6か月□償還期限＝5年以内□利子＝なし
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■問い合わせ

市民生活課国保係

（盈5籍鍵難）数。

4月か馨濾i奔護保
険課国保係となり
ます。

一40～64歳の人は保険料が変わります一

　「介護保険制度」が4月からスタートします。その

ため、国民健康保険に加入している40～64歳の人の

介護保険料は、国民健康保険料として世帯主から納め

ていただきます。皆さんのご協力をお願いします。

　12年度の国民健康保険料の納期は7月からです。

■国保料（医療分）

　今までどおり4方式（所得割、

資産割、均等割、平等割）の合

計で保険料を計算します。

　保険料率・金額などは7月に

決定しますので、そのときに詳

しくお知らせします。

■保険料（介護分）の決め方

①所得割………個人の収入（所得）に応じた計算

　一人当たり平均年額7，500円くらいを予定。

②均等割………一人当たりいくらという計算

　7，500円くらいを予定。

①＋②の合計で一人当たり平均年額15，000円く

らいを予定。（上限で70，000円、低所得者には軽

減措置があります）

　　　　　　鑓　　　　　騨　　　　　翻　　　　駿麟麟

　　国保保険料

（働＋医療分）

●介護分と医療分を合わせて

　国保保険料として納めます

②
国保の保険給付が

差し止めになります。

③
財産差し押さえなどの

処分を受けます。

国保料は納期内に納めましょう！
　災害やその他の政令で認められる事情がなく、いつまでも

保険料を納めずにいると、やむをえず、つぎのような措置を

とることになります。

①保険証を返してもらいます・　　　　蝉
　　それにより、医療費が一旦全　　　　④

　　額自己負担となります。

葡
翻
ら
蝦

提
出
く
だ
き
い

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書

　
国
民
健
康
保
険
料
（
以
下
「
保
険

料
」
）
を
適
正
に
計
算
す
る
た
め
に
、

加
入
者
全
員
の
平
成
n
年
中
の
所
得

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
加
入
世
帯
の
世
帯
主
か
ら

「
国
民
健
康
保
険
料
申
告
書
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
申
告
書
は
国
保
係
に
あ
り

ま
す
）
ま
た
、
保
険
料
は
所
得
に
応

じ
て
、
3
段
階
の
割
合
で
均
等
割
・

平
等
割
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
所
得
の
有
無
に
関
係
な
く
申

告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
土
地
建
物
な
ど
の
譲
渡
所

得
は
、
住
民
税
で
は
特
別
控
除
が
あ

り
課
税
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
保
険
料
は
特
別
控
除
を
適
用
し

な
い
で
計
算
し
ま
す
。
譲
渡
所
得
の

あ
っ
た
人
で
税
申
告
し
て
い
な
い
人

も
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
不
要
の
世
帯
主
1
1
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
全
員

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
申
告
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
②

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人

③
給
与
・
公
的
年
金
収
入
の
み
の
人

■
保
険
料
が
減
額
さ
れ
る
世
帯
1
1
世

帯
主
と
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
員
の
所
得
の
合
計
額
に
よ

り
、
7
割
・
5
割
・
2
割
軽
減
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
必
ず
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
■
持
参
す
る
も

の
口
平
成
1
1
年
中
の
収
入
を
証
明
で

き
る
書
類
■
提
出
期
限
H
4
月
1
4
日

團
ま
で
に
国
保
係
へ
。

1
巳
人
間
麟
懸
繊
懸

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
調

　
平
成
1
2
年
度
実
施
の
1
日
人
間
ド

ッ
ク
で
は
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る

人
に
対
し
、
総
費
用
（
税
込
）
の
6
割

を
国
民
健
康
保
険
で
助
成
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
、
国

保
係
に
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
1
1
①
十
日
町
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
②
国
民

健
康
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
③

昭
和
5
年
4
月
2
日
～
3
6
年
4
月
1

日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
④
市
の
住
民

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
■
募
集
定

員
閥
3
0
0
人
■
受
付
期
間
”
4
月

3
日
㈲
か
ら
定
員
に
達
す
る
ま
で
■

持
参
す
る
も
の
“
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
■
実
施
機
関
ー
①
新
潟
県

労
働
衛
生
医
学
協
会
②
厚
生
連
中
条

病
院
③
働
小
千
谷
総
合
病
院
④
㈹
新

潟
県
健
康
管
理
協
会
■
自
己
負
担

額
H
1
万
3
千
円
～
1
万
6
千
円
く

ら
い
。
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l鰍il川I慰　T
一
　
臣

櫨

わ
た
し
た
ち
の
簡
画
．
が
増
え
ま
し
た

　
　
　
　
1
平
成
1
1
年
度
の
市
文
化
財
を
指
定
ー

　
　
十
日
町
市
文
化
財
保
護
審
議
会
（
竹
内
道
雄
会
長
）
は
3
月
1
6
日
、
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
り

　
市
教
育
委
員
会
に
対
し
、
太
子
堂
村
検
地
帳
4
点
（
古
文
書
）
、
幅
上
。。

　
遺
跡
出
土
品
一
括
（
考
古
資
料
）
を
新
た
に
市
指
定
文
化
財
と
し
て
。
っ

　
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
を
受
け
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
り

　
て
3
月
2
1
日
付
で
市
の
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
市
N

　
の
指
定
文
化
財
は
、
国
宝
1
、
国
重
要
文
化
財
2
、
県
指
定
7
、
市
じ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひの

　
指
定
3
1
の
合
計
4
1
件
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
占
描
　
　
の
家
臣
吉
田
の
管
理
の
も
と
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

有
形
文
化
財
　
古
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
表
紙
に
「
多
い
し
た
う
村
」
と

N
じり

N
じり

N
しり

N
じり

N
じり

汰
子
堂
村
襯
櫨
闘
翻
　
殖
蒲
難
晶
燵
鉾
齢

　
太
子
堂
村
検
地
帳
は
、
①
永
禄
・

天
正
期
頃
（
1
5
5
8
～
1
5
9
1
）

と
推
定
さ
れ
る
も
の
、
②
文
禄
4
～

慶
長
2
年
頃
（
1
5
9
5
～
1
5
9

7
）
の
も
の
、
③
慶
長
3
年
（
1
5

9
8
）
検
地
帳
と
目
さ
れ
る
も
の
、

④
正
保
4
年
（
1
6
4
7
）
の
検
地

帳
の
4
点
か
ら
な
り
ま
す
。

　
①
天
正
年
間
の
可
能
性
が
高
く
、

『
新
潟
県
史
』
に
も
こ
の
時
期
の
検

地
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
希
少
性
の
高
い
資
料
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
②
上
杉
景
勝
の
検
地
奉
行
河
村
彦

左
衛
門
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま

あ
り
ま
す
。
慶
長
3
年
の
検
地
は
、

堀
秀
治
の
越
後
入
封
に
伴
い
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　
④
表
紙
に
「
正
保
四
年
　
丁
亥
ノ

霜
月
十
六
日
、
大
井
子
道
村
御
検
地

帳
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
年
の
検
地

は
、
妻
有
郷
の
他
村
に
は
み
ら
れ
な

い
検
地
で
す
。
慶
長
検
地
以
来
5
0
年

を
経
過
し
、
田
の
開
発
と
と
も
に
、

畑
の
田
へ
の
転
換
も
進
ん
で
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
4
点
の
検
地
帳
に
よ
り
、

中
世
末
期
～
江
戸
前
期
に
わ
た
る
太

子
堂
村
の
耕
地
の
変
遷
、
住
人
の
生

活
の
様
子
が
わ
か
り
、
千
（
仙
）
之

山
村
・
行
寺
村
を
は
じ
め
、
当
時
の

妻
有
郷
の
村
々
の
様
子
を
知
る
手
が

か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
は
昭
和
63
年
に
所

有
者
の
若
井
基
八
郎
氏
よ
り
博
物
館

に
寄
託
さ
れ
、
現
在
は
中
世
展
示
室

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

太子堂村検地帳

幅
生
遺
跡
購
羅
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
括

有
形
文
化
財
　
考
古
資
料

　
幅
上
遺
跡
は
、
南
鐙
坂
に
あ
り
ま

す
。
平
成
2
年
に
吉
田
南
部
地
区
県

営
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
、
市
教
育

委
員
会
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
跡
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
い
こ
う
　
　
　
　
ほ
っ
た
て
ば
し
ら

　
発
見
さ
れ
た
遺
構
に
は
、
掘
立
柱

　
　
　
　
　
　
た
て
あ
な

建
物
跡
3
0
棟
、
竪
穴
住
居
跡
1
1
軒
、

袋
状
土
坑
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
直
径
6
0
m
の
環
状
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
出
土
し
た
遺
物
に
は
、
土
器
、
土

製
品
、
石
器
が
あ
り
ま
す
。
土
器
は
、

縄
文
時
代
中
期
の
初
め
か
ら
中
頃

（
約
5
0
0
0
～
4
5
0
0
年
前
）

の
も
の
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
4
8
個
も
の
土
器
が
復
元

さ
れ
、
そ
の
中
に
は
火
焔
型
・
王
冠

型
土
器
を
は
じ
め
、
関
東
地
方
や
北

陸
地
方
、
東
北
地
方
、
信
州
地
方
か

ら
影
響
を
受
け
た
土
器
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
た
か
は
い
　
　
き
だ
い

す
。
ま
た
、
高
圷
や
器
台
な
ど
特
殊

な
形
の
土
器
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
土
製
品
に
は
、
耳
飾
り
、
ミ
ニ
チ

ュ
ア
土
器
、
円
盤
、
土
偶
、
三
角
形

　
　
　
　
　
　
ど
ぐ
う

土
偶
、
十
字
形
土
偶
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
土
偶
に
は
、
胴
体
と
脚
を
ソ
ケ

ッ
ト
式
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
み

i塞

幅上遺跡出土の土器

ら
れ
ま
す
。
三
角
形
土
偶
の
出
土
量

の
多
さ
と
、
新
潟
県
で
も
例
の
少
な

い
十
字
形
土
偶
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
せ
き
ぞ
く
　
　
　
い
し
や
り
　
　
　
い
し
さ
じ

石
器
は
、
石
鎌
、
石
槍
、
石
匙
、

い
し
き
り
　
そ
う
き
　
　
　
　
せ
き
ふ

石
錐
、
掻
器
、
打
製
石
斧
、
磨
製
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
き

斧
、
三
脚
石
器
、
板
状
石
器
、
浮
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
し

石
錘
、
磨
石
類
、
石
皿
、
砥
石
な
ど

が
あ
り
、
狩
猟
具
・
加
工
具
・
調
理

具
と
い
っ
た
縄
文
時
代
の
道
具
一
式

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
出
土
品
は
、
当
地
方
の

縄
文
文
化
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
で

あ
り
、
特
に
火
焔
型
・
王
冠
型
土
器

と
周
辺
地
域
か
ら
影
響
を
受
け
た
土

器
は
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
当
地
方

と
他
地
域
と
の
文
化
的
な
交
流
を
解

明
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
す
。

出
土
品
の
一
部
は
、
博
物
館
考
古

展
示
室
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑯



学轡蜷麟． 公民館はみなさんの学びを応援します

十日町市公民館（学校町1）岱57－5011へ申込みください

学習時間は2時間。申込書は公民館（本館・地区館）にあります。

霧灘／、灘難難灘 霧i灘霧　　霧i欝、嚢 …i…li鑑il　霧／灘…霧

英　　会　　話（昼）

海外小旅行でも困らない程度の入門教室です
第1・3水曜日午後1二30～ 　4月19日

（13年3月まで）

英　　会　　話（夜〉 第1・3火曜日午後7：00～ 　4月18日
（13年3月まで）

焼　　　　物（昼）
成型から窯焼きまで学ぶ、初心者向けの入門教室です。

第1・3火曜日午後1二30～
　4月18日
（13年3月まで）焼　　　　物（夜〉 第1・3火曜日午後7二〇〇～

日　　　本　　　画 絵筆を持ったことのない人のための入門教室です。 第1・3火曜日午後7：00～
4月18日

（12月まで）

版　　　　　　　画 木版画の世界を楽しむ初心者向けの入門教室です。 第1・3金曜日午後7：00～
4月21日

（12月まで）

実　用　手　工　芸 織物の布切れを活用し、実用小物づくりを楽しみます。 第2・4火曜日午後7二〇〇～ 　4月25日
（13年3月まで）

俳　　　　　　　画 俳句の世界を絵筆で表現します。 第2・4火曜日午後7：00～ 　4月25日
（13年3月まで）

立体造形を楽しむ テラコッタ（泥人形）、彫塑など造形の基本を学びます。 第1・3水曜日午後7二〇〇～ 　4月19日
（13年3月まで）

ふるさと学1
　～妻有人物伝～

郷土の生んだ偉人、尾台格堂、中山龍次、岡田紅陽の3人の人物
の生涯を学びます。 第2・4水曜日

午後7：00～

5月10日
（7月まで）

ふるさと学2
　～十日町織物史～ 十日町の織物の歴史について全6回のシリーズで学びます。

9月13日
（11月まで）

ふるさと学3
　～郷土料理～

妻有地方の郷土料理を6回のシリーズで学びます。 5・7・9・11・1・3月の
第4土曜日午前10二〇〇～

　5月27日
（13年3月まで）

男　　の　　料　　理 これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」。主夫のための料理
教室です。 第2・4火曜日午後7＝00～

4月25日
（12月まで）

リフレッシュ健康体操 世界のフォークダンスを楽しみながら健康づくりをします。 第1・3水曜日午前10：00～ 　4月19日
（13年3月まで）

グ自

ル主
1学

プ習

小　　　　謡 小謡の初歩から学びます。 第1・3火曜日午後7：00～ 　4月18日
（13年3月まで）

フルー　ト ドレミの基礎から学びます。 第1・3水・日午後7：00～ 　4月19日
（13年3月まで）

健康づくり 健康ウオークをはじめ、多彩な内容で学習します。 第2・4木曜日午後1＝30～
4月27日

（12月まで）

■期　間　上記の表の開講日欄をご覧ください。
■経　費　講座によって異なります（1，500円～3，000円、教材費は別途）。詳しくはお問い合わせください。

■その他　申込者の少ない講座は、中止する場合があります。

繋繋灘灘
灘難麟灘灘灘灘難灘難灘灘鑛難灘灘難i灘鑛灘灘
叢鑓　灘灘叢鐵欝雛難騰欝難灘灘霧欝鑛灘難

灘灘難欝灘

灘灘

コ
i
ス
学
習

灘繋

焼

騰灘 欝 欝

コ
　
　
ー
　
　
ス
　
　
学
　
　
習

書　　道 書き付けなど、習字の基礎を学びます。 第2・4（幻
午前9：30～ き　も　の

焼きものをとおして、自由な表現方法
からゆとりある生活を求めましょう。

写　　　真 撮影の基礎を学び身のまわりを撮影します。
第2・4（幻
午後1：30～

美　　　　　術
水彩画、油絵、デッサンなど、気軽に
絵画に取り組み美術に興味を持ちまし
よう。

健康たいそう 無理なく体を動かし、健康の維持を図ります。 第1・3㈱
午前9：30～

合　　　唱 昔の唱歌、流行歌など楽しく声を出します。 第2・4休）
午後1二30～

シ　ネ　マ　＆

ビジュアル

映画やビデオを鑑賞し、映像技術の基
礎を学び、自主制作のビデオづくりを
しましょう。

ワープロ ワープロの基礎を学び簡単な文を作成します。
第1・3（木）
午前9：30～

パ　ソ　コ　ン
パソコンの基本操作、インターネットー
検索からホームページづくりまで学び
ましょう。

手　　　芸 暮らしに役立つ手作り作品を楽しみます。
第2・4休）
午後1二30～

園　　芸 植物栽培の基礎を学ぴ楽しく育てます。 第2・4㈹．
午前9：30～

英　　会　　話
リスニングを中心として、日常英会話
を楽しみながら覚えましょう。

料　　理
電子レンジを使って料理を楽しみます。
（※①コースか②コースを選んでください）

①1・3㈹②2・4㈹

午前9二30～

生　け花
生け花の基礎を学び、心の豊かさを身につけま
す。

第1・3㈹
午後1二30～ 手　　　　　話

手話の基礎から、手話を必要とする人
への理解を深めボランティアヘ理解を
深めましょう。

工　　　芸 紙粘土で人形や花などを制作します。 第2・4働
午前9：30～

自　治　会　活　動
新年度交流会、サマーキャンプ、公民
館まつり等、学級内の交流と地域への
広報活動をしています。グ

ル
ー
プ
学
習

俳　　句 俳句をとおして自然と心を表現します。
第2・4（火）
午後1：30～

川　　　柳 社会の動き、身のまわりのことに関心をもち
表現します。

第2・4㈱
午後1＝30～ 全　　体　　学　　習 社会人としてのマナーや成人として知

っておくべきことを学習します。

俳画絵手紙
絵心のない人もハガキに簡単に絵が描けるよ
うになります。

第1・3（木）
午後1：30～ ■受講資格　18歳～30歳までの青年男女

　　　　　　（既婚者もOK）

■期　　間　平成12年4月～平成13年3月

■経　　費　4，000円（学習活動費・自治会費）

■会　　場　公民館本館（学校町1）

■開級式　4月13日休）午後7：00～

ロ開級式　4月18日（幻午前9：30～ll二〇〇

　　　　　開式行事・学習計画・自治会組織・記念講話
■期　間　平成12年4月～平成13年3月
■経　費　年間2，000円（入講料、自治会費）

　　　　　連絡用ハガキ11枚（宛名書きしたもの）

■対象者60歳以上の人

⑰平成12年3月25日号

ll



1ツ縮

　このコーナーは．まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（費57－3111）

へ、お気軽にお寄せください。

誓う

　　スキー・水泳・リコーダー

全国大会に50人が出場、健闘

　
ス
キ
ー
　
水
泳
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の

全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
等
の
激

励
壮
行
会
が
3
月
9
日
㈲
、
市
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
場

の
大
会
と
選
手
等
の
数
は
、
J
O
C

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

19

回
全
国
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
競
技
会

兼
2
0
0
0
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種

目
に
中
学
生
と
高
校
生
で
2
0
人
、
同

ア
ル
ペ
ン
種
目
に
中
学
生
1
人
、
第

78

回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ア

ル
ペ
ン
種
目
に
成
年
2
人
、
」
O
C

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春

季
水
泳
競
技
大
会
に
小
学
生
1
人
、

全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に

東
小
学
校
児
童
2
6
人
で
す
。

壮
行
会
は
、
市
長
等
の
激
励
の
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
選
手
一
人
ひ
と

り
の
紹
介
、
激
励
費
の
贈
呈
と
続
き
、

最
後
に
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
だ
1
人
水
泳
に
出
場
す
る
西
小

学
校
6
年
の
福
島
俊
史
君
が
、
「
全
国

大
会
で
も
自
分
の
泳
ぎ
を
忘
れ
ず
に
、

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

⑱

川象

【駐

・
．
灘

「花の講習会」でハンギングバスケット作り

　　　～春一番に咲かせたい！～

里
創
プ
ラ
ン
花
の
道
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
3
月
n
日
㈹
市
民
会
　
　
　
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
す

館
で
「
花
の
講
習
会
」
が
行
わ
れ
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
い

ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
ガ
ー
デ
ニ
　
㊥
淋

ン
グ
に
興
味
の
あ
る
参
加
者
が
、
　
⑱
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

誘
撒
獣
ソ
郵
翻
雛
藁
皆
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
舵

か
せ
る
花
材
な
ど
4
種
類
を
寄
せ
者
弱

植
え
し
、
吊
し
て
楽
し
め
る
ハ
ン
　
四
も

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
　
物
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
晒

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
で
き
あ
が
っ
た
作
品
を
前
に
、
　
留
見

「
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
、
花
や
緑
　
⑱
擢

を
沿
道
・
空
き
地
・
ポ
ケ
ッ
ト
パ
＠
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

ー
ク
な
ど
に
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
」
　
　
　
い

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　　　〈佐野美輝さん・真美ちやん

鴫　　（醐4）
1．鱗　　　参加できてラッキーでし

　　　　た。こうした花づくりの講

　　　座に対する市民の二一ズは

　　　　った内容の講習を開催して

　　　　ほしいですね。

『灘　　　今回のように．実践や体

懸聾蔚論惣

　関ロ奈々子さん》
　　　（田川町1）

　雪国でも冬にが一デニン

グができると教えていただ

きました。花による地域づ

くりはいいことだと思いま

す。植木鉢のない家はない

くらいですから、市民の関

心も高いのではないでしよ

うか。鉢植えなどは自分自

身が見て楽しむだけでなく、

家の外などに飾って、いろ

いろな人に見てもらうこと

も大切ですね。



　　　　　　　　　　　　　　大地の芸術祭
　え　ち　ご　つ　ま　　り

麟鰻置7一朔卜飼リヱンナレ2000
会期　7月20日（海の日）～9月10日（日）の53日間

　大地の芸術祭の運営本部となる十日町トリエンナー

レセンターは、クロス10隣の旧シルク連の跡地に置

かれ、数多くの作品やプランが屋内外で展示されます。

今回は、ここでの作品展開の一つを紹介します。

　曲線の曲がりくねった小屋が設置されます。壁面の

両側には単レンズが3個ずつ埋め込まれ、外の風景や

人の行き来する姿などが、反転して、波打つ内壁に映

しだされる仕掛けとなっています。

　アーティストの佐藤時啓さんは、ここ数年、カメラ

レンズやビデオ、鏡などを使用して、太陽光線や自然

光を巧みにいかした作品を発表し、写真という領域を

越えた新しい表現方法を展開されています。

　今回はr妻有の懐かしさに満ちた風景を見ているう

ちに、風景と作品の関係をより親密にするような作品

としたい」と佐藤さんは言っています。曲がりくねっ

た小屋は妻有の山あいのイメージです。そして、作品

テーマの「3つの眼」とはふだん、2つの眼で物事を

見ているなかで、さらにもう一つ、別な角度からの眼

を加えたいというコンセプトです。これは、作品が作

〆、　　臥一、蝋
　　　　乾臨瓶一＿．、覗＿

　舞　、〆7＼、ぜ…
　幾暑　　遜　ダ　，
・纏　　 雛涯！x

　螺・．　　　　　　　　　　　　　　　鞭　・
難i繋一　　　　　　　　　　　～愛’〆　　　1　・
κ懸㌧1　　　　　　　　　　　　　’　　　　　1

　　　　駕潔慰阪、2　乳
　　　　　蔑　　1㍉、　獄〆
　　　　蕪繍協“滋磯一瀦轟一院一『吊”《

　　　　　難馨懸難欝i騰灘灘

P臨

灘撫

家の自我としてのみ存在するのではなく、作品自体が

その場所で思考する器であって欲しいという佐藤さん

の願いです。

　現在、東京芸大で教べんを執られていますが、今回

の作品は学生さんとともに、作品を制作します。また、

本作品に加えて、佐藤さんがベトナムで実際行った

「リキシャオブラスクラ」による市内遊覧も計画して

います。箱形カメラを搭載した力車で、お客さんが光

をさえぎった客室の中で、反転した景色を眺めながら、

遊覧するというパフォーマンスです。

　自然光をいかした作品とパフォーマンスがクロス

10周辺のにぎわいを盛り立てます。

鐵

，
彗
郭

99埼玉県立近代美術館
“呼吸する風景”展より

　　　　　ときひる
　佐藤　時啓氏経歴
／957山形県窒まれ、4994文化

庁在外研究員として萸園在住、

／997ノ￥ノ噂プ☆ビエンナーレ、

葦ggg　r呼吸する風景」埼玉県

立近代美術館。

現在、東京芸術大学美術学部

先端芸術表現科助教授

舜　・

　　雛　　雛鞭鐵・難癬　融
，嚢　　　　　　　　　　妻：

　　　　　肇
購
騰

難

轍　
　
蓑

　　　　　　　　　　　　

鱗懸嚢i鑛

螺妻臨　魏

　　　霧鱗継．辱、

醐羅・・ウ

懸
鍵　嚢

難

．識

覇

騰　　　　　』　　　　　甲　　　　　識　　　購　　　　　　　　　　　　 騰

葦響灘縷灘踊藩鑛謹踊謹灘轟聾藝灘
　リキシャオブラスクラを運転する佐藤さん

霧

挙

　縣 灘
　
顯
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…獺齢

　
総
合
体
育
館
で
は
今
年
度
も
4
月

か
ら
3
月
ま
で
4
期
に
わ
た
っ
て
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
は
1
期
参
加
者
を
募
集
中
。

初
心
者
や
中
高
年
の
人
も
安
心
し
て

参
加
で
き
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ふ
る
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格
H
1
5
歳
以
上
の
健
康
な

人
。
た
だ
し
中
学
生
を
の
ぞ
く
。

■
参
加
費
1
1
①
教
室
参
加
料
（
ー

コ
ー
ス
ー
0
回
分
）
1
、
5
0
0
円

②
施
設
使
用
料
（
毎
回
）
2
0
0
円

　
た
だ
し
、
3
か
月
以
上
の
施
設
使

用
券
ま
た
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利

用
券
を
お
持
ち
の
人
は
①
の
み
。

■
申
込
み
“
総
合
体
育
館
（
盈
52
－

4
3
7
7
）
へ
。
（
先
着
順
）

ソフトヱア臼ビウス教室

【1コースニ翻0圃】

エア国ビクス教室」

臼コース糞翔0園】

内　容

足腰への負担の少な

い運動で、高齢者や

初めての人でも安心

して参加できます。

【定員＝50人】

初心者から慣れてき

た人を対象に、徐々

にレベルを上げてい

く基本的な教室です。

【定員＝150人】

時　間
月曜日【昼】

午前10時～11時15分

木曜日【夜】

午後7時30分～8時45分

開
　
催
　
期
　
聞

1期 4月24日～6月26日
4月20日～6月29日
　※5月4日除く

亜期
7月17日～9月25日

　※8月14日除く

7月13日～9月21日
　※7月20日除く

巫期 10月16日～12月18日
10月12日～12月21日
　※11月23日除く

琿期
1月15日～3月26日
　※2月12日除く

1月18日～3月22日

都合により予定を変更することがあります。
あらかじめご了承ください。

▲すz

　　　新入学児童（園児）を

交通事故から守りましょう。

　この時期は、新入学（園）を心待ちにしてい

た子どもたちが胸を弾ませて、小学校、保育園

などに通い、また、交通量の多い街などに出て

いきます。行動範囲も広くなることから、子ど

もの交通事故が多発する傾向にあります。交通

事故を起こさないよう、また、あわないよう十

分に注意しましょう。

P
、
襯

1囎覇i鐵』平成12年4月1目より

6歳未満の幼児に

　　チャイルドシート着用
　　　　　　　　　が義務化されます。

期間平成12年4月6日（木）～4月15日出
スローガン　　～春ですね　無事故でスタート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　この一年～

運動の重点　　1、子どもと高齢者の交通事故防止
　　　　　　　2、チャイルドシートとシートベ

　　　　　　　　　ルトの着用の徹底

　　　　　　　3、安全速度の徹底

平成12年2月末現在の交通事故発生状況　　（　）内累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

12年 21（39） 26（48） O（O） 65（109）

11年 12（31） 12（43） O（O） 87（146）

無p硬

4 ゴ
月 1の ゴ
イ
ベ 1
ン

卜

情
報 1

⑯

　
〈
愛
の
風
・
青
空
市
場
〉
▼
4
月
～
n
月
ま
で
の
毎
月
第
2
・
4
日
曜

日
午
前
m
時
～
午
後
3
時
▼
松
代
町
中
央
線
▼
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
徒
歩
1

分
▼
町
内
外
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
が
可
能
な
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
。
飲
食
物
以
外
な
ら
販
売
が
可
能
で
す
。
当
日
午
前
9
時
か
ら
会
場
に

て
受
付
。
▼
松
代
町
観
光
協
会
（
盈
0
2
5
5
9
－
7
1
3
0
0
0
）

　
〈
高
田
城
百
万
人
観
桜
会
〉
▼
4
月
2
日
㈹
～
1
6
日
㈹
▼
高
田
公
園
▼

高
田
駅
か
ら
バ
ス
7
分
▼
約
4
千
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぐ
ら

さ
れ
た
高
田
城
三
重
櫓
と
夜
桜
が
見
事
で
す
。
期
間
中
、
松
平
忠
輝
公

兄
弟
行
列
や
観
桜
茶
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
▼
上
越
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
盈
0
2
5
5
1
4
3
1
2
7
7
7
）

　
〈
観
桜
号
運
行
（
要
予
約
）
〉
▼
4
月
8
日
出
▼
高
田
駅
ま
で
の
臨
時
直

通
列
車
（
ト
イ
レ
つ
き
）
を
運

行
し
ま
す
。
高
田
の
桜
見
物
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
十
日
町
駅
発
1
3
時
0
3
分
ー
ー

高
田
駅
着
1
4
時
4
1
分
I
l
自
由

行
動
　
　
高
田
駅
発
1
9
時
5
5
分

　
　
十
日
町
駅
着
2
1
時
伍
分
▼

大
人
3
千
円
、
子
ど
も
2
千
百

円
（
く
び
き
の
押
し
寿
司
つ
き
）

▼
定
員
1
4
8
名
▼
共
立
観
光

㈱
十
日
町
営
業
所
（
盈
5

2
1
4

1
2
8
）

⑳
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　このように、行政やほかの法人とも協力の上でさま

ざまな催しや文化遺産の修復なども行っています。

　ファミリア・コマスカが発足した日は3月29日、も

うすぐ31回目の誕生日を迎えます。イタリア語で誕生

日はcompleanno（コンプレアンノ）といいます。「誕

生日おめでとう」といった言い方は、イタリアでは「良

い誕生日を…」という意味を込め、「ボン・コンプレア

ンノ」といいます。一般的な「おめでとう」という意

味では、「アウグーリ」という言い方もあります。これ

は誕生日だけでなく新年やクリスマスなど、もっと広

い範囲で使える便利な言葉です。

　ファミリア・コマスカは、コモの地とその方言・歴

史・伝統を愛する市民のために、ピエーロ・コッリー

ナ氏を初代会長として1969年に設立された民問の協会

です。「大好き十日町会」のコモ版といったところでし

ょうか。平成3年からの協会との交流を通じて、十日

町市とコモ市の関係はより親密になりました。

　以下はファミリア・コマスカ協会の会の主旨です。

a）コモの言葉、習慣、歴史、文学、芸術、科学、経

　済等の価値を保護し、よみがえらせ、伝承すること。

b）コモの特色や価値をコモ内にとどまらず、外にも

　発信すること。

c）コモについての学習を深め、それに基づき居住者・

　訪問者の融和を推進すること。

⑮
故郷村山定男さん

埼玉県草加市八幡町835－12（津南町出身・65歳）

　
昭
和
2
8
年
に
十
日
町
高
校
を
卒
業
し
て
4
7
年

に
な
る
私
で
す
が
、
最
近
「
東
京
十
日
町
会
ぺ

ん
く
ら
ぶ
」
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
1
0
数
年
前
、
ク
ロ
ス
ー
0
誕
生

の
折
り
、
私
が
勤
務
し
て
い
た
会
社
で
空
調
設

備
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
縁
で
私
は
、
帰
省
の
折
の
土
産
物
は
、

ク
ロ
ス
ー
0
で
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
酒

類
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
そ
ば
が
大
好
物

の
私
で
す
。
唯
一
無
二
と
決
め
込
ん
で
い
る
あ

る
メ
ー
カ
ー
の
乾
め
ん
を
ど
っ
さ
り
買
い
込
ん

だ
た
め
に
、
そ
ば
づ
け
の
毎
日
を
過
ご
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
き
に
は
食
卓
に
並
べ
ら

れ
た
漬
物
や
み
そ
汁
の
味
が
、
故
郷
へ
思
い
を

は
せ
る
懸
け
橋
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
知
人
に

送
っ
て
あ
げ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

返
っ
て
く
る
お
礼
の
言
葉
は
、
「
お
か
ず
な
ん
か

な
く
て
も
、
ご
飯
だ
け
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
逸
品
」
と
一
様
に
褒
め
た
た
え
ま
す
。

　
そ
ん
な
逸
品
が
、
米
の
自
由
化
に
伴
い
、
都

会
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
値
が
安
い
分
、

例
外
な
く
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
魚
沼
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
と
は
こ
ん
な
も
の
か
と
、
都
会
の

消
費
者
に
思
わ
れ
る
の
が
残
念
で
た
ま
ら
ず
、

悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
鯉

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
盈
0
3
，
3
5
4
6
、
7
2
3
0
（
E
撚
X
兼
》

東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ

　
　
　
～
第
5
回
例
会
に
2
1
人
が
出
席
～

　
2
月
2
5
日
働
、
東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ

（
滝
沢
政
治
会
長
）
の
第
5
回
例
会
が
事
務
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
、
丸
山
和
雄
さ
ん
、
村
山
定
男
さ
ん

が
会
員
に
加
わ
り
、
総
勢
3
2
人
の
大
所
帯
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
変
熱
心
で
、
こ
の
日
は

21

人
が
出
席
。
事
務
所
の
応
接
室
に
や
っ
と
納

ま
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
議
題
と
し
て
、
大
好
き
十
日
町
会
機
関
誌
「
な

じ
ょ
だ
ね
」
へ
の
寄
稿
、
上
野
公
園
花
見
、
大

地
の
芸
術
祭
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

大
好
き
十
日
町
会
東
京
支
部

　
　
　
～
役
員
会
で
熱
心
な
話
し
合
い

～

　
3
月
3
日
爾
に
事
務
所
で
開
か
れ
た
大
好
き

十
日
町
会
東
京
支
部
（
村
山
貞
雄
支
部
長
）
の

役
員
会
に
は
、
役
員
な
ど
1
6
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
大
好
き
十
日
町
会
の
会
員
募
集
、
4
月
7

～
9
日
の
ネ
ス
パ
ス
に
お
け
る
庭
野
泰
明
氏
の

染
色
・
染
め
絵
展
、
4
月
2
日
㈲
に
行
わ
れ
る

上
野
公
園
花
見
に
、
ど
ん
な
協
力
が
で
き
る
か

な
ど
が
、
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

同
様
、
十
日
町
か
ら
も
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
か

ら
参
加
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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十
日
町
き
も
の
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
”
0
0
0

　
こ
れ
ま
で
の
総
合
求
評
会
を
、
装

い
新
た
に
開
催
し
ま
す
。
■
日
時
”

4
月
n
日
ψ
℃
～
1
6
日
⑲
（
一
般
公
開

は
1
5
日
出
午
前
9
時
～
午
後
5
時
、

16

日
⑲
午
前
9
時
～
午
後
3
時
）
■

会
場
1
ー
ク
ロ
ス
ー
0
■
入
場
料
ー
無
料

■
問
合
せ
“
十
日
町
織
物
工
業
協
同

組
合
（
盈
57
1
9
1
1
1
）
へ
。

※
ク
ロ
ス
ー
0
の
休
館
日
変
更
時
「
十

日
町
き
も
の
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
の
た

め
、
毎
月
第
2
水
曜
日
の
休
館
日
を

4
月
は
5
日
伽
に
変
更
し
ま
す
。

転
入
者
・
新
採
用
者

U
タ
ー
ン
者
の
つ
ど
い

　
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。
■

日
時
目
4
月
1
8
日
ω℃
午
後
6
時
～
8

催し

時
（
5
時
3
0
分
受
付
開
始
）
■
会

場
け
ク
ロ
ス
柏
■
参
加
費
ー
1
人
3

千
5
百
円
（
当
日
徴
収
）
■
申
込

み
1
1
4
月
n
日
ω
℃
ま
で
に
商
工
観
光

課
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。
■
日
時
H
4
月
6
日
内
2
0
日
困

午
前
9
時
3
0
分
～
n
時
3
0
分
■
場

所
U
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
■
問
合

せ
髄
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

日
韓
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
両
国
選
手
を
応
援
し
よ
う
！
■
日

時
隔
4
月
2
日
㈹
午
前
9
時
開
会
式

（
9
時
3
0
分
試
合
開
始
）
～
午
後
3

時
■
会
場
H
陸
上
競
技
場
（
中
条
）

■
入
場
料
1
1
無
料
■
出
場
チ
ー
ム
ー
1

太
田
選
抜
（
韓
国
）
、
F
C
新
井
ジ
ュ

ニ
ア
、
中
越
ト
レ
セ
ン
、
十
日
町
選
抜

集
　
亀
團

惚
年
度
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

　
　
　
会
　
員
募
集

　
運
動
・
リ
ズ
ム
・
歌
・
遊
び
な
ど

を
通
し
て
、
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）

の
触
れ
合
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

年
間
約
4
0
回
の
催
し
の
中
に
は
、
遠

足
や
運
動
会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
■
活
動

日
”
毎
週
火
曜
日
午
前
1
0
時
～
n
時

■
会
場
目
市
民
体
育
館
（
冬
季
は
サ

ン
ク
ロ
ス
）
■
年
会
費
1
1
3
千
円

（
お
や
つ
代
）
■
指
導
者
1
ー
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
■
申
込
み
H
4
月
1
8

日
に
会
場
に
て
受
付
※
4
月
は
、
1
8

日
、
2
5
日
開
催
（
会
場
は
市
民
体
育

館
）
■
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
盈
5
7

1
5
0
1
1
）
へ
。

押
花
展
示
体
験
会

　
押
花
の
便
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
“
4
月
8
日
出
午
後
－
時
～

3
時
3
0
分
■
場
所
H
十
日
町
郵
便
局

2
階
■
費
用
H
官
製
は
が
き
代
■
問

合
せ
H
桑
原
キ
ヨ
子
（
8
5

7
1
3
3

7
4
）
へ
。

箆
年
度
自
衛
隊

　
　
　
幹
部
候
補
生
募
集

■
受
験
資
格
1
1
2
2
歳
以
上
2
6
歳
未
満

（
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
～
54
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人
）
で
大
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
。
た
だ
し

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
修
士
課

程
修
了
者
（
見
込
者
含
む
）
は
2
8
歳

未
満
（
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
）
■
受
付
期
間
U
4
月

10

日
側
～
5
月
1
2
日
團
■
試
験
日
“

5
月
2
7
日
出
・
2
8
日
佃
■
問
合
せ
“

市
民
生
活
課
ま
た
は
自
衛
隊
新
潟
地

難
霧

　螢

艶
“

環
轡

制
聾

灘
ス

麟
椰

羅
瓢

4月薩圏から．新じい成年後晃制度がスター撫しまず。

従来の禁治産巻・準禁治産者制度を後見・保佐の欄慶

に改めるとともに、痴呆性高齢者・知的障害者・精神

障害者など、精神上の障害により判断能力が不十分な

人を保護ずるため制度です。判断能力の程度に応じて

分けられる、後見・保佐・補助と、契約に基づいて、

本人の判断能力が不十分になったときに任意後見人が

援助する任意後見があります。従来と異なり、本人の

プライバシーを尊重して戸籍や官報に載ることもあり

ません。本人の意思をできるだけ尊重するための仕組

みも用意され、制度を利用する場合には家庭裁判所が

本人の言い分を聴いた上で判断することになりまし

た。◆問合せ＝新潟家庭裁判所十日町出張所（盈

52－2086）へ。

羅鷺塗曄難墜

　麟鑓登鎌の露難難
　　　　　　　嚢覇薄灘羅
民法の改正に畿籔、鞭鑑登録の響ぎない表の規定揮

F禁治産者墾から「成隼被後見人」臓変わりまず。

■印鑑登録できない人は．葡歳来満の人および成年

被後見人となりまず。（「成年後見人制度」は、左の記

事を参照願いまず。）

■登録する際の回答書期限が「照会文書が到達した日

の翌日から起算して15日以内に持参」に変わります。

■登録時に、申請者と面識がある市職員が確認した場

合は登録できるという規定がなくなりました。今後ぱ

官公庁が発行した身分証明書（運転免許証など写真が

添付してあるもの）の提示、もしくは「保証書」（十

日町市に印鑑登録してある人の保証）が必要となります。

※　「保証書」用紙は市民係窓口にあります。

◆問合せ＝市民生活課市民係（857－3111）へ。

⑳
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方
連
絡
部
長
岡
出
張
所
担
当
奥
田

（
盈
0
2
5
8
1
3
3
－
0
2
5
6
）

へ
。

環境
鐙
年
度
生
ご
み
処
理
容

器
購
入
補
助
事
業

　
市
で
は
、
ご
み
減
量
化
を
図
る
た

め
市
民
が
生
ご
み
処
理
用
器
取
扱
い

登
録
店
か
ら
「
家
庭
用
生
ご
み
処
理

容
器
」
を
購
入
し
た
場
合
、
「
1
2
年

度
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
事

業
」
に
よ
っ
て
次
の
金
額
を
補
助
し

ま
す
．
■
補
助
金
額
一
①
1
万
円
ま

で
の
も
の
”
5
0
％
補
助
（
限
度
額
3

千
円
）
②
1
万
円
を
超
え
る
も
の
“

30

％
補
助
（
限
度
額
1
万
5
千
円
）

■
補
助
対
象
期
間
H
1
2
年
4
月
1
日

～
9
月
3
0
日
■
そ
の
他
“
登
録
店
の

申
請
も
随
時
受
付
中
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■
問
合
．

せ
目
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
。

紐
年
度
犬
の
登
録

お
よ
び
予
防
注
射
日
程

　
犬
を
飼
う
た
め
に
は
、
登
録
と
予

防
注
射
が
必
要
で
す
。
■
費
用
H
新

規
登
録
6
千
百
円
、
注
射
3
千
百
円

■
持
参
す
る
も
の
ー
案
内
は
が
き

（
4
月
上
旬
に
送
付
予
定
）
■
注
意
事

項
日
時
間
を
厳
守
願
い
ま
す
。
川
西

町
・
津
南
町
・
中
里
村
で
は
注
射
で

き
ま
せ
ん
。
■
問
合
せ
口
市
民
生
活

課
生
活
環
境
係
へ
。

鼠時 時　聞 会　　場 欝蒔 時　間 会　　場

4
月
鐸
圏
㈱

9＝30～11130 十日町保健所 5
月
9
臼
㈹

10＝00～11＝30 十日町市民体育館

13：30～13＝50 吉田集会場 13130～13＝50 羽根川荘

14＝00～14＝20 十日町市就業改善センター 14＝20～14130 八箇小学校

14：30～14＝40 高島集会場 15＝00～15＝10 赤倉小学校

14＝50～15100 真田小学校
5
月
耀
0
田
㈱

10：30～11130 大井田コミュニティセンター

9：30～10＝00 下条上新田分館 13130～13：40 野中小学校

10＝15～11＝Oo 下条公民館 14：00～15100 水沢公民館

11＝20～11＝30 東下組保育所 15：10～15＝30 平成園

5
月
8
臼
㈱

13＝30～13：50 新水克雪センター 5月鰯㈱ 9130～11＝30 十日町市役所

14：10～14＝50 中条公民館

15＝00～15：20 上原集会場

ポー

　繍P嬢1

ぜ、，．轟

身　　v

第
9
回
市
長
杯
ソ
フ
ト

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時
”
4
月
3
0
日
㈹
午
前
9
時
～

■
場
所
目
総
合
体
育
館
■
種
目
”
女

子
の
部
、
男
女
混
合
の
部
■
チ
ー
ム

編
成
H
ー
チ
ー
ム
4
～
6
人
■
参
加

費
1
1
2
千
円
■
申
込
み
0
4
月
1
7
日

㈲
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
盈
5

2
1
4

3
7
7
）
へ
。
※
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
3
0
分
か
ら
練
習
が
で
き
る
よ
う

に
総
合
体
育
館
を
開
放
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

叢
奔
鴛
＼

4
月
斜
日
は

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
日

　
4
月
n
日
ψ
℃
か
ら
各
郵
便
局
で
老

齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま

す
。
受
給
者
は
年
金
証
書
と
印
鑑
を

持
参
し
て
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。
代

理
人
で
も
受
領
で
き
ま
す
。
年
金
を

受
領
後
、
証
書
は
そ
の
場
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
、
受
領
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
今
年
か
ら

証
書
は
、
8
月
の
年
金
支
払
日
ま
で

に
受
給
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
H
4

月
1
4
日
轡
ま
で
に
年
金
を
受
領
し
、

証
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
国
民
年

金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
■
問

合
せ
“
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

外国人登録をしている皆さんへ

「登録原票記載事項証明書」

　　　　のご案内
4月1日から施行される改正外国人登録法により、

「氏名」「性別」「国籍」「生年月日」「居住地」など外

国人登録原票に記載されている事項について証明が必

要な人のために、「登録原票記載事項証明書」が発行

されることになりました。請求できるのは次の人です。

○本人　○本人と同居している親族　○法定代理人

○本人から委任を受けた代理人（委任状など本人から

委任を受けたことを確認できる資料を持参願います。）

※なお、4月からは、これまで発行されてきた「外国

人登録済証明書」（登録済証明書）は廃止されます。

◆問合せ＝市民生活課市民係（盈57－3111）へ。

⑳平成12年3月25日号
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4
月
1
日
付
け
で
、
地
方
分
権
一

括
法
の
施
行
に
よ
り
、
六
日
町
社
会

保
険
事
務
所
の
名
称
が
、
「
新
潟
社

会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所
」
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
住
所
・

電
話
番
号
・
管
轄
区
域
・
業
務
内
容

等
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
■
問
合

せ
U
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
（
盈

0
2
5
7
1
7
0
1
2
2
1
1
）
へ
。

徳
酋
勲

繰
福
　

心
の
健
康
相
談

■
日
時
H
4
月
1
8
日
σ
℃
午
後
2
時
～

3
時
■
場
所
U
十
日
町
保
健
所
■
担

当
医
目
山
下
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

■
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
へ
。

除
雪
見
舞
金
が
要
援
護

世
帯
に
支
給
さ
れ
ま
す

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

自
宅
の
屋
根
除
雪
で
労
力
的
・
経
済

的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
老
人
世
帯

な
ど
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
除
雪
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は

「
要
援
護
世
帯
除
雪
見
舞
金
支
給
要

綱
」
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
も
の
で
、

次
の
支
給
基
準
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
支
給
基
準
口
①
市
民
税
の
均
等
割

以
下
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
．
②
次
の

表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

匿　　分 建　　　　　義

（1捲　人　世　帯
65歳以上の老人、または、ねたきり老人と義務
教育終了前（15歳以下）の児童のみで構成され
ている世帯

鋤一人暮らし
　老　人　世　帯

65歳以上、または、ねたきりの単身世帯。

鋤母　子　臓　帯
配偶者のいない女子と、義務教育終了前（15歳
以下）の児童のみで構成されている世帯。

㈱障害者鍵幣
世帯主が身体障害者福祉法施行規則に定める障
害の級別が1～4級の障害者の世帯．

㈲その毯の穫帯
（1）～（4）の世帯区分に属さない寡婦世帯、知的障
害者世帯等の要援護世帯であって、（1）～（4）に準
ずる世帯。

③
自
ら
の
労
力
で
除
雪
が
で
き
な
い

世
帯
で
あ
る
こ
と
。
※
た
だ
し
、
生

活
保
護
世
帯
で
別
世
帯
の
親
族
が
除

雪
す
る
場
合
や
融
雪
処
理
住
宅
・
自

然
落
雪
式
屋
根
構
造
等
の
住
宅
は
対

象
外
■
申
請
方
法
1
1
4
月
1
4
日
團
ま

で
に
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
西
寺
町
旧
織
物
会
館
内
盈
5
0
1
5

0
1
0
）
に
申
請
書
を
提
出
。
用
紙

は
申
込
先
に
配
置
。

㎜
み
騨

覇
鰹

5
日
伽
（
午
前
）
十
日
町
砂
利
㈱

　
　
　
（
午
後
）
宇
都
宮
製
作
所
㈱

20

日
㈲
（
※
1
）
根
茂
織
物
㈱

　
　
　
（
※
2
）
総
合
体
育
館

■
受
付
時
間
H
午
前
”
1
0
時
～
正

午
、
午
後
”
1
～
3
時
、
※
1
”
午

前
9
時
3
0
分
～
n
時
、
※
2
”
午
後

0
時
1
5
分
～
3
時
■
問
合
せ
H
健
康

福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

成
分
献
血

　
献
血
ル
ー
ム
の
強
化
に
よ
り
、
十

日
町
市
で
の
献
血
車
に
よ
る
成
分
献

血
は
、
7
・
8
・
1
0
・
1
2
・
2
・
3

月
の
6
回
と
な
り
ま
し
た
。
■
問
合

せ
1
1
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

　　の鰻
4
月
の
休
館
日

■
公
民
館
本
館
1
1
毎
週
月
曜
日
■
総

合
体
育
館
1
1
4
日
ψ℃
・
1
8
日
ω
℃
■
博

物
館
”
毎
週
月
曜
日
■
情
報
館
h
毎

週
月
曜
日
・
2
8
日
團
・
2
9
日
㈱
■
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
“
毎
週
月
曜
日

■一■－騒一’一閣”一■－5一關■一一■－■罰

懲腰鐵の麟雛膿鱗歯の轟i
　灘穏磁＄歳擁健診蓬愛麟薙羅灘鑑　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　1
　灘癒磯藩　　鑑繊　　蕪護懸　・

掴
翼
．
藝
釦
1
1
1
－
l
－
藝
6
1
1
1
－
l
－
1
5
1
繍
1
1
1
］
l
－
l
－
1
1
1
－
l
－
塑

彦
撮
彦
之
鞭
雄
翻
欝
欝
一
男
鋼

　
戴
輝
難
欝
茂
業
業
松
溝
國
勝

　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
き

灘
羅
灘
欝
難
灘
縫

　
　
　
　
　
　
　
藁
　
　
　
莚

藻
花
嚢
欝
魎
癒
那
簸
裁
入
灘
綾
麹
購
鑓
薩

講
繍
諜
糞
撰
籍
鐵
知
蕪
涼
鵜
鎌
薬
鐵
嚢

　
　
　
　
叢
糞
　
　
　
塚
　
　
　
灘

澱
野
歯
簸
臨
欄
欝
溝
舞
籔
部
塞

縣
欝
粒
野
醗
繹
撫
譲
羅
樋
購
齋

■一幽■ロー曜幽一■幽■幽幽■幽幽瞳幽幽■縢幽■脳幽薗一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

膠
、
薩
■
薩
■
1
騙
監
匿
匪
、
薩
■
1
■
1
■
1
、
1
■
1
■
ー
■
ー
■
1
、
1
■
1
■
匿
■
匪
巳
墜

周談
．
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◎高齢者職業相談

　毎週月～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
　14日徐）

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

◎法律相談

　電話で市民生活課へ要予約

　13日休）

　　星野行男弁護士

　27日休）

　　小林彰弁護士

　午前1時30分～午後4時
　会場：市民相談室

保イ建婦による相談◎健康相談
期日 会　　　場 時　　間

3・10・η・

2姻（月〉 保　健　セ　ン　タ 一 午前9時～11時30分

1泪㈹

新座コミュニティセンター 午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　　和　　会 館 午後1時30分～4時

20日㈱

就改善センター 午前9時～11時30分

吉　田　集　会 所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

21日（金〉

羽　　　　川 “
判士 午前9時～刊時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　　　成 園 午後1時30分～4時

28日（金〉

中条地区公民館 午前9時～11時30分

　　　　　　　9北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上　新　田　公　民 館 午後1時30分～4時

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
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麻
し
ん
（
は
し
か
Y

　
　
風
し
ん
の
受
付
開
始

　
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
麻
し

ん
・
風
し
ん
の
個
別
接
種
を
行
い
ま

す
。
■
該
当
す
る
子
H
4
月
1
日
現

在
、
1
歳
6
か
月
～
7
歳
6
か
月
未

満
に
該
当
す
る
子
。
①
麻
し
ん
は
、

す
で
に
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
子
、
ま

た
は
麻
し
ん
・
M
M
R
（
麻
し
ん
・

お
た
ふ
く
・
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ

ン
）
の
予
防
接
種
を
受
け
た
子
は
除

く
．
②
風
し
ん
は
、
麻
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
た
か
（
今
回
申
し
込
み

を
し
た
子
を
含
む
）
、
か
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
な
子
■
接
種
日
巨
①
麻

し
ん
は
5
～
7
月
の
指
定
さ
れ
た
日

②
風
し
ん
は
9
～
H
月
の
指
定
さ
れ

た
日
■
申
込
み
樋
4
月
3
日
卿
～
1
4

日
轡
（
土
・
日
は
除
く
）
の
間
に
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
。
電
話
受
け
付
け
は
し

ま
せ
ん
。
■
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課

保
健
予
防
係
。

～わたしの手　あなたの手　豊かな緑を守れる手～

こ協力ください

期間＝4／1～5／31　奪の募多

　4月1日から「緑の募金」が実施されます。市内小・中

学校の児童・生徒による募金活動や嘱託員さんを通じて各

家庭にお願いする家庭募金などが行われます。集まったお

金は学校・公園などの緑化に役立てられます。

　昨年は、市内で約154万円、県内では約7，730万円の募

金が寄せられました。今年も市民の皆さんのご協力をお願

いします。

　平成11年度は、市内の校庭緑化などが4校、社会福祉

施設緑化が1か所、「緑の募金記念植樹」は3か所でサク

ラやツバキを29本植樹しました。

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）

　
　
　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

　
■
対
象
と
な
る
子
樺
①
4
月
1
日

現
在
生
後
3
か
月
～
接
種
日
現
在
7

歳
6
か
月
未
満
の
子
で
、
過
去
未
接

種
か
1
回
の
み
の
子
。
②
平
成
H
年

7
月
2
日
～
⑫
年
1
月
1
日
に
生
ま

れ
た
子
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

■
投
与
の
方
法
巨
6
週
間
以
上
の
間

隔
で
2
回
投
与
し
ま
す
。
間
隔
が
離

れ
た
場
合
で
も
2
回
受
け
て
く
だ
さ

い
。
■
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子
H

下
痢
を
し
て
い
る
子
■
注
意
事
項
H

「
予
防
接
種
と
子
ど
も
健
康
」
を
必

ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
．
■
持
参

す
る
も
の
H
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

る
と
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
、

体
温
計
。
■
受
付
時
間
目
午
後
1
時

30

分
～
2
時
1
5
分
（
時
間
厳
守
）
■

会
場
H
保
健
セ
ン
タ
ー
■
問
合
せ
”

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ

　
　
4
月
n
日
ω℃
川
治
・
六
箇
・
水
沢

程　
　
4
月
1
2
日
困
牙
　
　
日

日
4
月
M
日
樹
中
条
・
下
条
・
吉
田

健簾福継諜懸5巽闘網

医急救日休

　　誇舞の乳幼轟態康聲嚢華躍曲麟急擁

贈丘勅．．戯、乳幼児健康診査藻罎センタ＿　　　甲

期日 医療機関名 （住所） 電話番号

2日（日） 池　田　医　院 （本町西1） 52－2581

川西町診療所 （川西町） 68－2034
9日（日）

上　村　病　院 （中里村） 63－2111

絡日（日） 山　口　医　院 （袋町中） 52－2174

23日（日）
大熊内科医院 （山本町1） 52－7066

津　南　病　院 （津南町） 65－3161

29日㈱ 山　口　医　院 （下条中央通り） 55－2003

30日（日〉 田中外科医院 （田中町本通り） 52－2403

　　　θ
畢

　墨
‘！一

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診〔雛讐児〕
13日

（加

午後1時
　～1時45分

8年10月
生まれの幼児

1歳6か月児
健　　　　　診

20日
（湘

午後1時
　～1時45分

10年10月
生まれの幼児

4か月児健診
26日
㈱

午後1時
　～1時30分

11年r2月
生まれの幼児

2歳6か月児
身　体　測　定

今月はお休みです。

誰0　か　月　児

身　体　測　定
26日
（オ◎

午後9時15分

　　～10時
11年6月
生まれの幼児

　①／歳6か月児、3歳児健診は歯科検診あり。
　②4か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
　　てください。
　③3歳児健診前に検否セットを送りますので、届かない人は保健予
　　防係まで連絡してください。

⑳平成12年3月25日号

測
牒

㎜…
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1
回
は
親
元
を
離
れ
て
都
会
暮

ら
し
を
す
る
た
め
に
、
高
校
を
卒

業
す
る
と
、
東
京
の
石
油
関
係
の

会
社
に
勤
め
ま
し
た
。
藤
沢
市
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
職
場
で
、

若
い
人
が
多
く
、
楽
し
い
3
年
間

で
し
た
。
い
ず
れ
は
戻
る
つ
も
り

だ
っ
た
の
で
、
早
め
に
会
社
を
辞

め
て
十
日
町
に
帰
り
ま
し
た
。

　
戻
り
は
し
た
も
の
の
気
に
い
っ

た
職
が
な
く
、
市
役
所
の
臨
時
職

員
と
し
て
勤
め
ま
し
た
。
商
工
観

光
課
の
観
光
係
で
、
多
か
っ
た
の

が
お
祭
り
の
仕
事
で
す
が
、
職
員

と
仲
良
く
で
き
て
本
当
に
楽
し
か

っ
た
で
す
。
1
年
半
ほ
ど
た
っ
た

昨
年
の
暮
れ
、
今
の
会
社
の
試
験

に
受
か
り
1
月
に
入
社
し
ま
し

た
。
現
在
は
下
水
処
理
場
の
施
設

な
ど
の
管
理
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
仕
事
を
覚
え
て
慣
れ
る
こ

と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
、
楽
し
さ
や

つ
ら
さ
は
感
じ
ま
せ
ん
。
会
社
の

先
輩
や
下
水
道
課
の
皆
さ
ん
に

は
、
親
切
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て

本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
か
気
心
の
知
れ
た
仲
問

で
手
作
り
の
別
荘
を
建
て
、
飲
ん

だ
り
語
っ
た
り
し
た
い
な
ど
と
夢

み
て
い
ま
す
。
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コンピュータ交流

野中小学校

．
霧
雛
難

騨

エンドレス（永遠に続くこと）

　　　　　　　総合マクト

　　　　　　　　さ　3
　　撮　　　 よ　月

　　　　”働Sヒ

“
鳳
ぱ
郎
学

、
哉
建

騒
　
⇒

藩

趣桟
　
野
中
小
学
校
で
は
、
学
習
を
効
果

的
に
進
め
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
情
報

を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
セ

ス
し
て
き
た
相
手
と
も
情
報
の
や
り

取
り
が
出
来
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
学
区
の
皆

さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
で
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
雪
の
少
な
い
都
市
部
の
学

校
を
中
心
に
し
て
、
多
く
の
学
校
か

ら
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ヘ
の
ア
ク

セ
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
通
じ
て
、
野
中

か
ら
遠
く
離
れ
た
九
州
や
大
阪
な

ど
、
大
都
市
の
小
学
生
と
友
だ
ち
に

な
れ
る
こ
と
は
、
大
変
楽
し
く
、
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
十
日
町
市
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ア
ク

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
の
両
面
で
充
実
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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し輔献・瞳扉

　か’1い　ま・継
　Sこフ　　　　，

罫森

出
戻
味
廿
職

市の木

rきり」

　市の花
r山つつじ」

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

収
集
す
る

　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

●葉のRETマークが付いているも
　のだげ蓼ず

●容器の色・大きさは問いません

●飲料・酒・醤滴用に

　　　　　　　　使わ為たもの

　　　　　　　　　ム
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